
令 和 ５ 年 度 阿 久 根 市 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画

１. 対象橋梁位置図及び橋梁リスト 対象橋梁位置図及び橋梁リストを以下に示す。

供用年数

2013年時点 概略 詳細

1 1 1010001 大漉橋 黒之上大漉線 1級 2.4ｍ 1 7.61 1994年 19年 Box その他 86.49

2 2 1020002 黒中橋 大漉黒之上線 1級 7.1ｍ 1 4.85 1966年 47年 RC橋 T桁橋 8.89

3 3 1030003 黒之浜橋 黒之浜港線 1級 7.6ｍ 1 7.8 1968年 45年 RC橋 床版橋(その他) 65.59

4 4 1040004 江月橋 槝之浦深田線 1級 5.0ｍ 1 4.7 1969年 44年 PC橋 桁橋(その他) 41.4

5 5 1040005 新地橋 槝之浦深田線 1級 3.0ｍ 1 5.1 1969年 44年 RC橋 床版橋(その他) 85.7

6 6 1040006 鳴子橋 槝之浦深田線 1級 6.1ｍ 1 9.3 1985年 28年 Box その他 83.26

7 7 1060007 大渕川橋 大渕川線 1級 4.4ｍ 1 6.26 1982年 31年 RC橋 床版橋(その他) 86.63

8 8 1070008 鳴迫橋 下村瀬之浦線 1級 5.4ｍ 1 6.7 1979年 34年 RC橋 床版橋(その他) 87.38

9 9 1070009 瀬之浦橋 下村瀬之浦線 1級 4.3ｍ 1 6.55 1979年 34年 RC橋 床版橋(その他) 100

10 10 1070010 的場橋 下村瀬之浦線 1級 23.4ｍ 1 11 1996年 17年 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝT桁橋 99.62

11 11 1080011 早馬橋 上原桐野線 1級 3.1ｍ 1 7.41 1947年 66年 Box その他 100

12 12 1090012 赤剥橋 中央線 1級 8.9ｍ 1 8.3 1979年 34年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 93.38

13 13 1090013 木船橋 中央線 1級 5.5ｍ 1 5.3 1972年 41年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 85.41

14 14 1090014 有田橋 中央線 1級 11.5ｍ 1 4.6 1965年 48年 石橋 その他(石橋) 90.1

15 15 1090015 落下橋 中央線 1級 5.0ｍ 1 8.3 1978年 35年 混合橋 その他 84.14

16 16 1090016 新吉之迫橋 中央線 1級 10.6ｍ 1 7 1980年 33年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 88.65

17 17 1100017 新桑原城橋 牧内桑原城線 1級 5.7ｍ 1 6.63 1969年 44年 RC橋 床版橋(その他) 91.34

18 18 1170018 佐潟橋３号 高之口佐潟線 1級 2.8ｍ 1 3.4 1945年 68年 RC橋 床版橋(その他) 58.1

19 19 1170019 佐潟橋２号 高之口佐潟線 1級 3.5ｍ 1 3.8 1945年 68年 RC橋 床版橋(その他) 63.15

20 20 1190020 第二飛松橋 飛松落線 1級 4.2ｍ 1 5.6 1950年 63年 RC橋 床版橋(その他) 51.36

21 21 1190021 飛松橋 飛松落線 1級 10.9ｍ 2 5.6 1934年 79年 混合橋 T桁橋 59.28

22 22 1190022 臼岩橋 飛松落線 1級 7.0ｍ 1 4.4 1950年 63年 RC橋 T桁橋 0

23 23 1200023 柿内橋 尻無本線 1級 6.4ｍ 1 4.8 1971年 42年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 44.53

24 24 1200024 寺下橋 尻無本線 1級 12.5ｍ 1 4.74 1969年 44年 RC橋 T桁橋 0

25 25 1200025 岩下橋 尻無本線 1級 2.6ｍ 1 4.38 1976年 37年 RC橋 床版橋(その他) 100

26 26 1200026 第一鍛治屋段橋 尻無本線 1級 3.6ｍ 1 4.49 1976年 37年 RC橋 床版橋(その他) 100

27 27 1200027 第二鍛治屋段橋 尻無本線 1級 3.7ｍ 1 3.66 1975年 38年 RC橋 床版橋(その他) 96.25

28 28 1200028 第２尻無橋 尻無本線 1級 3.2ｍ 1 4.66 1955年 58年 Box その他(RC橋 43.64

29 29 1250029 鶴見第一橋 3-5-7線 1級 7.0ｍ 1 16.8 1978年 35年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 89.53

30 30 2020030 小漉谷橋 小漉松ケ根線 2級 7.0ｍ 1 5.2 2004年 9年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 97.9

31 31 2050031 筒田橋 筒田桐野線 2級 3.9ｍ 1 9.85 1991年 22年 Box その他 96.14

32 32 2070032 第２鍋石橋 鍋石線 2級 4.1ｍ 1 6.38 1986年 27年 Box その他 89.2

33 33 2080033 葛原橋 折口大辺志線 2級 2.2ｍ 1 3 1973年 40年 RC橋 床版橋(その他) 94.6

34 34 2130034 陳之尾坂橋 内田陳之尾坂線 2級 3.5ｍ 1 4.4 1982年 31年 RC橋 床版橋(その他) 100

35 35 2170035 池之上橋 波留大曲線 2級 2.8ｍ 1 5.7 1957年 56年 Box その他 89.2

36 36 2200036 徳ヶ山橋 山下弓木野線 2級 11.4ｍ 1 5.5 1982年 31年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 92.63

37 37 2200037 野中橋 山下弓木野線 2級 2.9ｍ 1 4 1955年 58年 RC橋 床版橋(その他) 83.59

38 38 2210038 弓木野橋 横ヶ倉線 2級 12.1ｍ 1 5.3 1977年 36年 石橋 その他(石橋) 91.2

39 39 2210039 第２横ヶ倉橋 横ヶ倉線 2級 3.0ｍ 1 5.52 1969年 44年 RC橋 床版橋(その他) 89.45

40 40 2210040 横ヶ倉橋 横ヶ倉線 2級 8.7ｍ 1 4 1952年 61年 RC橋 T桁橋 49.91

41 42 2250042 黒仁田橋 牛之浜本之牟礼線 2級 8.6ｍ 1 6.2 1987年 26年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 97.9

42 43 2300043 北崎橋 大川本線 2級 8.5ｍ 1 4 1958年 55年 石橋 その他(石橋) 96.7

43 44 2300044 宇都口橋 大川本線 2級 4.3ｍ 1 4.4 1997年 16年 RC橋 T桁橋 92.63

44 45 2300045 小鹿倉橋 大川本線 2級 4.9ｍ 1 4.89 1957年 56年 RC橋 T桁橋 16.03

45 46 2300046 川畑浦橋 大川本線 2級 6.0ｍ 1 3.57 1936年 77年 RC橋 T桁橋 25.33

46 47 2310047 今越橋 大川今越線 2級 13.0ｍ 2 4.8 1967年 46年 RC橋 T桁橋 34.53

47 48 10030048 五本松橋 五本松支線 その他 6.0ｍ 1 4.02 1987年 26年 RC橋 床版橋(その他) 98.74

48 49 10040049 八郷中橋 八郷笠山線 その他 3.4ｍ 1 3.9 1956年 57年 RC橋 床版橋(その他) 87.45

49 50 10040050 八郷上橋 八郷笠山線 その他 3.8ｍ 1 3.95 1956年 57年 RC橋 床版橋(その他) 86.11

50 51 10050051 八郷橋 八郷本線 その他 4.7ｍ 1 4.54 1989年 24年 RC橋 床版橋(その他) 71

51 52 10050052 第２八郷橋 八郷本線 その他 6.3ｍ 1 5.04 1989年 24年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 96.15

52 53 10110053 小漉橋 小漉中線 その他 6.4ｍ 1 4.4 1953年 60年 RC橋 T桁橋 28.38

53 54 10190054 滝之鼻橋 瀬崎山線 その他 7.0ｍ 1 4.58 1970年 43年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 94.6

54 55 10190055 第２滝之鼻橋 瀬崎山線 その他 2.8ｍ 1 3.89 1970年 43年 RC橋 床版橋(その他) 100

55 56 10250056 黒之上橋 黒之上東支線 その他 3.5ｍ 1 4.1 1956年 57年 RC橋 その他 69.35

56 57 10280057 第１黒之浜橋 黒之浜深田線 その他 5.4ｍ 1 4.6 1954年 59年 RC橋 床版橋(その他) 71

57 58 10510058 古里村中橋 古里宇都山線 その他 2.5ｍ 1 5 1988年 25年 Box その他 90.94

58 59 10620059 米山橋 瀬之浦笠山線 その他 4.8ｍ 1 5.73 1961年 52年 RC橋 床版橋(その他) 100

59 60 10660060 京田橋 瀬之浦京田線 その他 6.2ｍ 1 5.21 1973年 40年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 59.98

60 61 10690061 黒十橋 丸岡支線 その他 4.5ｍ 1 5.45 1965年 48年 RC橋 床版橋(その他) 58.64

61 62 10760062 平床橋 瀬之浦平床線 その他 10.7ｍ 1 4.78 1958年 55年 RC橋 T桁橋 41.75

62 63 10790063 竜ヶ迫橋 早馬竜ヶ迫線 その他 2.4ｍ 1 18 1985年 28年 Box その他 97.4

63 64 10810064 瀬之浦上原橋 上原的場線 その他 3.0ｍ 1 5.02 1978年 35年 PC橋 桁橋(その他) 92.43

64 65 11090065 陳之尾筒田橋 陣之尾筒田線 その他 3.4ｍ 1 5.4 1983年 30年 Box その他 68.16

65 66 11110066 芋洗橋 糖蒔線 その他 2.2ｍ 1 6 1993年 20年 Box その他 98.74

66 67 11120067 丁里迫橋 丁里迫線 その他 5.5ｍ 1 4.6 1965年 48年 RC橋 その他 59.05

67 68 20090068 鍋石橋 鍋石中線 その他 2.2ｍ 1 5 1966年 47年 Box その他 94.95

68 69 20100069 第１折口鍋石橋 折口鍋石線 その他 3.5ｍ 1 4.41 1960年 53年 Box その他 93.89

69 70 20100070 第２折口鍋石橋 折口鍋石線 その他 2.4ｍ 1 3.44 1960年 53年 Box その他 93.89

70 71 20100071 第３折口鍋石橋 折口鍋石線 その他 3.4ｍ 1 4.98 1960年 53年 混合橋 その他 100

71 72 20100072 第４折口鍋石橋 折口鍋石線 その他 2.7ｍ 1 5.49 1960年 53年 Box その他 100

72 73 20100073 第５折口鍋石橋 折口鍋石線 その他 2.0ｍ 1 7.4 1960年 53年 Box その他 100

73 74 20110074 新川橋 折口本線 その他 11.6ｍ 1 6.2 1935年 78年 RC橋 T桁橋 59.9

74 74 20110074-1 新川橋（歩道橋） 折口本線 その他 11.6ｍ 1 3.11 1992年 21年 PC橋 桁橋(その他) 100

75 75 20130075 田島橋 田島線 その他 8.5ｍ 1 5.7 1993年 20年 PC橋 桁橋(その他) 56.39

76 76 20160076 牟田橋 牟田線 その他 7.4ｍ 1 4.56 1945年 68年 RC橋 T桁橋 0

77 77 20170077 第２大迫橋 牟田大迫線 その他 2.9ｍ 1 4.35 1956年 57年 RC橋 床版橋(その他) 84.11

78 78 20190078 根比橋 根比線 その他 5.1ｍ 1 4.04 1954年 59年 Box その他 100

79 79 20230079 大山橋 大山神社線 その他 7.3ｍ 1 3.65 1958年 55年 RC橋 床版橋(その他) 97.48

80 80 20360080 丸内橋 丸内野田線 その他 12.7ｍ 1 7.02 1977年 36年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 80.4

81 81 20390081 前田橋 内田大下線 その他 13.9ｍ 1 4.6 1981年 32年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 59.98

82 82 20410082 第１中面橋 大下小川内線 その他 2.3ｍ 1 4.47 1945年 68年 RC橋 床版橋(その他) 100

83 83 20410083 第２中面橋 大下小川内線 その他 2.2ｍ 1 3.93 1945年 68年 RC橋 床版橋(その他) 74.75

84 84 20420084 川内橋 大下上桑線 その他 3.2ｍ 1 6.02 1991年 22年 Box その他 90.93

85 85 20420085 大下上桑橋 大下上桑線 その他 5.0ｍ 1 4.48 1961年 52年 RC橋 床版橋(その他) 94.95

86 86 20430086 つて川内橋 内田東つて川内線 その他 10.0ｍ 1 5 1986年 27年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 100

87 87 20440087 曙橋 折口団地本線 その他 13.7ｍ 1 7 1980年 33年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 3.92

88 88 20510088 内田陳之尾坂橋 大林内田線 その他 3.8ｍ 1 3.5 1954年 59年 RC橋 床版橋(その他) 100

89 89 20560089 第２内田橋 牧内内田線 その他 8.4ｍ 1 4.47 1963年 50年 RC橋 T桁橋 4.25

90 90 20570090 長蓮橋 園田内田線 その他 11.5ｍ 1 7.71 1986年 27年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 97.9

91 91 20580091 下桑橋 桑原城中線 その他 7.1ｍ 1 4.8 1963年 50年 RC橋 T桁橋 85.05

92 92 20590092 第１大迫橋 大迫日暮線 その他 5.6ｍ 1 4.3 1962年 51年 RC橋 床版橋(その他) 94.95

93 93 20620093 桑原城橋 牧内桑原城支線 その他 6.0ｍ 1 3.65 1929年 84年 RC橋 T桁橋 24.05

94 94 20630094 長谷橋 赤剥長谷線 その他 3.6ｍ 1 7.9 1954年 59年 混合橋 床版橋(その他) 100

95 95 20640095 長谷村中橋 県道長谷線 その他 5.0ｍ 1 4.1 1965年 48年 RC橋 床版橋(その他) 100

96 96 20650096 上鶴橋 上鶴線 その他 6.0ｍ 1 4.62 1969年 44年 RC橋 T桁橋 56.68

97 97 20710097 牧内橋 羽田牧内線 その他 2.4ｍ 1 6.25 1967年 46年 RC橋 床版橋(その他) 100

98 98 20740098 轟橋 唐田大尾線 その他 2.4ｍ 1 8.3 1988年 25年 Box その他 94.24

99 99 20980099 波留用水路橋 波留線 その他 2.8ｍ 1 3.75 1957年 56年 混合橋 その他 96.14

100 100 21180100 穴迫橋 宮原穴迫線 その他 6.4ｍ 2 5.47 1958年 55年 RC橋 床版橋(その他) 52.59

101 101 21220101 金石橋 金石線 その他 6.5ｍ 1 4.4 1941年 72年 RC橋 T桁橋 50.7

102 102 21230102 第１小松田橋 山下中線 その他 3.5ｍ 1 4.15 1949年 64年 RC橋 床版橋(その他) 97.33

103 103 21260103 第２小松田橋 遠矢太郎原線 その他 2.2ｍ 1 7 1949年 64年 Box その他 77.84

104 104 21260104 太郎原橋 遠矢太郎原線 その他 2.4ｍ 1 3.3 1971年 42年 Box その他 87.93

105 105 21280105 青竜橋 青竜線 その他 11.6ｍ 1 5 1978年 35年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 65.35

106 106 21310106 鷲ヶ峰橋 鷲ヶ峰線 その他 5.0ｍ 1 7.1 1985年 28年 Box その他 86.68

107 107 21320107 南波留前橋 潟波留線 その他 4.5ｍ 1 7.5 1982年 31年 Box その他 79.65

108 108 21320108 潟波留橋 潟波留線 その他 7.1ｍ 2 8.5 1982年 31年 混合橋 床版橋(その他) 92.31

109 109 21400109 五色浜橋 倉津遠 見ヶ岡線 その他 8.9ｍ 1 5.2 1979年 34年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 85.45

110 110 21490110 治次郎橋 治次郎線 その他 5.9ｍ 1 4.55 1961年 52年 RC橋 T桁橋 20.36
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111 111 21490111 鎌津倉橋 治次郎線 その他 7.4ｍ 1 4.64 1964年 49年 RC橋 床版橋(その他) 75.51

112 112 21510112 茶円ヶ段橋 茶円ヶ段支線 その他 10.0ｍ 1 5.21 1983年 30年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 62.5

113 113 21520113 水俣木橋 藤ヶ段線 その他 10.0ｍ 1 4.73 1964年 49年 RC橋 T桁橋 24.31

114 114 21520114 藤ヶ段橋 藤ヶ段線 その他 3.5ｍ 1 4.28 1954年 59年 RC橋 床版橋(その他) 91.05

115 115 21540115 洗出橋 洗出し線 その他 4.1ｍ 1 4.42 1969年 44年 RC橋 床版橋(その他) 74.75

116 116 21590116 第２永原橋 永原線 その他 3.0ｍ 1 4.2 1963年 50年 RC橋 床版橋(その他) 82.54

117 117 21600117 尾原橋 尾原線 その他 4.7ｍ 1 3.7 1970年 43年 RC橋 床版橋(その他) 57.85

118 118 21600118 尾原第三橋 尾原線 その他 9.5ｍ 1 3.6 1969年 44年 鋼橋 非合成鈑桁橋 0

119 119 21600119 尾原第四橋 尾原線 その他 8.1ｍ 1 4.1 1970年 43年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 56.69

120 120 21600120 尾原第五橋 尾原線 その他 12.5ｍ 1 4 1977年 36年 鋼橋 非合成鈑桁橋 0

121 121 21610121 東米次橋 東米次線 その他 8.4ｍ 1 4.28 1969年 44年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 100

122 122 21620122 第２米次橋 南米次線 その他 3.2ｍ 1 4.8 1969年 44年 RC橋 床版橋(その他) 97.48

123 123 21640123 木佐木野橋 木佐木野中線 その他 3.8ｍ 1 16.6 1979年 34年 混合橋 その他 51.19

124 124 21650124 田之神橋 木佐木野西線 その他 4.5ｍ 1 6.05 1989年 24年 Box その他 75.74

125 125 30080125 佐潟橋 佐潟臨港道路線 その他 5.0ｍ 1 4 1973年 40年 RC橋 T桁橋 13.96

126 126 30230126 大川島橋 大川島線 その他 5.7ｍ 1 6 1969年 44年 RC橋 床版橋(その他) 46.6

127 129 30270129 第３下越橋 飛松下越平線 その他 2.5ｍ 1 6 1993年 20年 混合橋 桁橋(その他) 85.71

128 130 30270130 下越橋 飛松下越平線 その他 6.4ｍ 1 3.9 1956年 57年 RC橋 T桁橋 33.7

129 131 30310131 枦宇都橋 枦宇都線 その他 2.1ｍ 1 4 1957年 56年 RC橋 床版橋(その他) 70.55

130 132 30340132 稲牟礼橋 稲牟礼線 その他 7.0ｍ 1 6 1988年 25年 Box その他 77.84

131 133 30350133 松峯橋 馬見塚枦線 その他 4.4ｍ 1 10.5 1990年 23年 Box その他 97.9

132 134 30370134 第１馬見塚橋 北平線 その他 2.4ｍ 1 6.3 1961年 52年 Box その他 55.4

133 135 30370135 北平橋 北平線 その他 3.0ｍ 1 4.5 1968年 45年 RC橋 床版橋(その他) 94.95

134 136 30410136 山之田橋 山之田線 その他 3.5ｍ 1 4.3 1973年 40年 RC橋 床版橋(その他) 100

135 137 30430137 牟礼橋 牟礼線 その他 2.5ｍ 1 5.9 1955年 58年 Box その他 81.98

136 138 30500138 吉之迫橋 吉之迫線 その他 6.0ｍ 1 4 1982年 31年 RC橋 床版橋(その他) 100

137 139 2300139 中津川橋 大川本線 2級 8.0ｍ 1 4.8 1958年 55年 石橋 その他(石橋) 87.67

138 140 30560140 榎木丸橋 榎木丸線 その他 11.7ｍ 1 4.1 1959年 54年 RC橋 T桁橋 35.84

139 141 30580141 出羽橋 出羽線 その他 10.1ｍ 1 5.4 1961年 52年 RC橋 T桁橋 23.34

140 142 30730142 御法橋 尻無本線支線 その他 13.6ｍ 1 4.4 1973年 40年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 97.9

141 143 30740143 屋敷村橋 屋敷村線 その他 13.6ｍ 1 3.7 1972年 41年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 47.2

142 144 30780144 黒木場橋 黒木場線 その他 7.4ｍ 1 4.4 1948年 65年 RC橋 床版橋(その他) 97.48

143 145 30790145 小麦橋 大角線 その他 6.7ｍ 1 3.6 1957年 56年 RC橋 T桁橋 1.8

144 146 30790146 第１小麦橋 大角線 その他 2.1ｍ 1 5.5 1973年 40年 Box その他 96.14

145 147 30800147 徳口橋 徳口線 その他 8.6ｍ 1 4.06 1960年 53年 RC橋 T桁橋 0

146 148 30820148 南畑橋 南畑線 その他 6.0ｍ 1 4.6 1971年 42年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 100

147 149 30820149 えりがわうち橋 南畑線 その他 3.8ｍ 1 3.6 1971年 42年 RC橋 床版橋(その他) 74.75

148 150 30830150 ぐんの木橋 グンノ木線 その他 5.9ｍ 1 4 1971年 42年 RC橋 床版橋(その他) 73

149 151 30900151 鈴木段橋 鈴木段竹之迫線 その他 2.4ｍ 1 6 1926年 87年 混合橋 桁橋(その他) 100

150 152 40010152 住吉橋 新町小松原通り線 その他 5.6ｍ 1 4.5 1955年 58年 RC橋 T桁橋 30.47

151 153 40030153 駅裏橋 上野丸尾線 その他 3.2ｍ 1 7.3 1947年 66年 Box その他 84.83

152 154 40030154 丸尾橋 上野丸尾線 その他 6.0ｍ 1 5.8 1984年 29年 Box その他 100

153 155 40160155 本町水路２号橋 本町河畔線 その他 2.1ｍ 1 6.4 1954年 59年 RC橋 床版橋(その他) 74.75

154 156 40300156 鶴見２号橋 鶴見公園西線 その他 6.7ｍ 1 7.9 1981年 32年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 80.2

155 157 40310157 鶴見３号橋 鶴見中央線 その他 6.7ｍ 1 7.9 1980年 33年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 92.05

156 158 40340158 鶴見４号橋 若葉公園西線 その他 6.7ｍ 1 7.5 1981年 32年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 97.9

157 159 40350159 鶴見５号橋 若葉公園東線 その他 6.7ｍ 1 7.2 1980年 33年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 92.05

158 161 40650161 本町水道橋 本町３号線 その他 2.1ｍ 1 6.1 1965年 48年 RC橋 床版橋(その他) 74.75

159 162 20500162 日暮橋 大迫下桑線 その他 12.3ｍ 1 9.2 1996年 17年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 97.9

160 163 20500163 第２下桑橋 大迫下桑線 その他 12.0ｍ 1 9.4 1997年 16年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 100

161 165 20570165 第２唐田橋 園田内田線 その他 10.5ｍ 1 13.6 1992年 21年 Box その他 100

162 166 20630166 上桑橋 赤剥長谷線 その他 6.8ｍ 1 6.6 1993年 20年 Box その他 68.76

163 167 20630167 黒牟田橋 赤剥長谷線 その他 3.0ｍ 1 6.2 1994年 19年 Box その他 94.24

164 168 31020168 高石橋 阿久根出水線 その他 10.1ｍ 1 8.7 1985年 28年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 86.3

165 169 31020169 北山橋 阿久根出水線 その他 5.1ｍ 1 14.2 1988年 25年 Box その他 95.8

166 170 31020170 楠田橋 阿久根出水線 その他 4.5ｍ 1 11 1988年 25年 Box その他 93.25

167 171 31020171 中尾橋 阿久根出水線 その他 9.5ｍ 1 8.7 1988年 25年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 97.9

168 173 21710173 石山橋 山下尾崎線 その他 6.8ｍ 1 7 1988年 25年 Box その他 75.74

169 174 21710174 底広橋 山下尾崎線 その他 10.5ｍ 1 7.2 1988年 25年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 95.8

170 175 21540175 鷹ノ首橋 洗出し線 その他 6.3ｍ 1 4.8 1969年 44年 RC橋 床版橋(その他) 92.63

171 176 2300176 新中津川橋 大川本線 2級 9.2ｍ 1 6.2 2000年 13年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 100

172 177 20940177 大田線１号橋 大田線 その他 3.0ｍ 1 8.6 1992年 21年 Box その他 77.61

173 178 31030178 飛松枦線１号橋 飛松枦線 その他 5.8ｍ 1 5.8 1993年 20年 Box その他 79.94

174 179 31030179 飛松枦線２号橋 飛松枦線 その他 3.5ｍ 1 7 1993年 20年 Box その他 97.48

175 180 10390180 山仁田橋 山仁田線 その他 2.0ｍ 1 8 1996年 17年 Box その他 97.48

176 181 21740181 唐田橋 唐田線 その他 6.0ｍ 1 7.1 1971年 42年 RC橋 床版橋(その他) 49.64

177 182 21750182 田代中橋 田代中線 その他 2.6ｍ 1 5.3 1992年 21年 Box その他 84

178 183 21750183 金山橋 田代中線 その他 12.2ｍ 1 9.3 1992年 21年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 56.61

179 184 21710184 樫ノ谷橋 山下尾崎線 その他 2.5ｍ 1 6.7 1988年 25年 Box その他 100

180 1001 1081001 上原跨道橋 上原桐野線 1級 28.1ｍ 1 6.73 1983年 30年 PC橋 ﾗｰﾒﾝ橋 87.52

181 1002 1091002 内田橋 中央線 1級 15.5ｍ 1 9.36 1979年 34年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 19.89

182 1003 1091003 楠本橋 中央線 1級 43.3ｍ 2 7.35 1976年 37年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 0

183 1004 2071004 鍋石橋 鍋石線 2級 36.0ｍ 3 4.6 1953年 60年 RC橋 T桁橋 0

184 1005 2121005 大丸橋 陳之尾大下線 1級 17.9ｍ 1 7.25 1983年 30年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 94.15

185 1006 2131006 下内田橋 内田陳之尾坂線 2級 15.1ｍ 2 4.77 1966年 47年 RC橋 T桁橋 0

186 1007 2171007 浜田橋 波留大曲線 2級 58.1ｍ 2 4.4 1973年 40年 鋼橋 鈑桁橋 0

187 1008 2181008 大田橋 萇野大田線 2級 36.0ｍ 2 6.1 1970年 43年 鋼橋 鈑桁橋 0

188 1009 2331009 第二大川橋 尻無大川線 その他 24.0ｍ 2 4.36 1963年 50年 RC橋 T桁橋 7.08

189 1010 10281010 月見橋 黒之浜深田線 その他 15.0ｍ 1 2.6 1979年 34年 鋼橋 鈑桁橋 0

190 1012 10351012 五十地橋 五十地線 その他 25.2ｍ 1 5.05 1981年 32年 PC橋 ﾗｰﾒﾝ橋 76.72

191 1013 10861013 第一新田橋 古里上原線 1級 39.2ｍ 2 11 1992年 21年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 91.6

192 1014 20111014 田島橋 折口本線 その他 30.0ｍ 1 6.6 1967年 46年 鋼橋 合成H形橋 0

193 1015 20371015 石ノ丸橋 陳之尾線 その他 19.3ｍ 1 5.2 1988年 25年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ中空床版橋 85.35

194 1016 20381016 平田橋 多田中央線 その他 16.7ｍ 1 6.8 1977年 36年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 21.2

195 1017 20381017 石之丸橋 多田中央線 その他 18.1ｍ 1 7.2 1980年 33年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 38.78

196 1019 21031019 山波橋 山波線 その他 66.0ｍ 3 5.6 1975年 38年 鋼橋 鈑桁橋 0

197 1020 31021020 文殊院橋 阿久根出水線 その他 28.6ｍ 1 8.9 1988年 25年 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝT桁橋 95.48

198 1021 31021021 園田橋 阿久根出水線 その他 57.1ｍ 2 9.5 1988年 25年 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝT桁橋 97.52

199 1022 21111022 前川原橋 山下萇野線 その他 36.0ｍ 2 4.1 1970年 43年 鋼橋 H形橋 0

200 1023 21141023 伽藍橋 羽田萇野線 その他 48.0ｍ 6 4.79 1967年 46年 RC橋 T桁橋 0

201 1024 21161024 堂園橋 栗原堂園線 2級 56.9ｍ 2 5.3 1981年 32年 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝT桁橋 94.15

202 1026 21561026 前川原橋 下田代線 その他 20.6ｍ 2 4.7 1959年 54年 RC橋 T桁橋 9.46

203 1027 21571027 松川内橋 松川内線 その他 21.0ｍ 2 4.1 1962年 51年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 68.14

204 1028 21591028 永原橋 永原線 その他 23.4ｍ 2 4.79 1971年 42年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋 26.92

205 1029 21601029 尾原第二橋 尾原線 その他 17.8ｍ 1 6.4 1977年 36年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 28

206 1031 30601031 一筒橋 一筒線 その他 21.4ｍ 1 5.5 1977年 36年 鋼橋 H形橋 0

207 1033 30621033 中屋敷橋 中屋敷線 その他 20.6ｍ 2 3.45 1929年 84年 RC橋 T桁橋 27.05

208 1034 30621034 神之田橋 中屋敷線 その他 21.5ｍ 2 4.6 1963年 50年 RC橋 T桁橋 0

209 1035 30651035 長迫橋 大川西目線 その他 16.8ｍ 1 6 1980年 33年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 30

210 1036 30661036 第一大川橋 大川線 その他 29.5ｍ 2 8.3 1963年 50年 RC橋 T桁橋 0

211 1037 30711037 竹之迫橋 尻無松岡線 その他 16.0ｍ 1 4.73 1972年 41年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 13.45

212 1038 30721038 岩下橋 松岡支線 その他 17.1ｍ 1 3.65 1974年 39年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 25.4

213 1039 30841039 尻無橋 尻無岩下線 その他 15.6ｍ 1 4.3 1974年 39年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 17.05

214 1040 30851040 尻無橋 尻 無浜大通り線 その他 16.8ｍ 1 9.6 1963年 50年 RC橋 T桁橋 0

215 1041 40071041 新塘橋 大丸 遠見ヶ岡線 1級 48.0ｍ 2 12.8 1988年 25年 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝT桁橋 100

216 1042 40751042 高松跨線橋 栄町2号線 その他 22.8ｍ 1 6.4 1966年 47年 鋼橋 ｱｰﾁ橋 0

217 1043 41081043 港橋 琴平港橋線 その他 58.4ｍ 3 9.2 1960年 53年 RC橋 桁橋(その他) 0

218 1044 1251044 塩鶴橋 3-5-7線 1級 35.5ｍ 1 16.8 1994年 19年 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝT桁橋 61.35

219 1045 21711045 八幡橋 山下尾崎線 その他 15.0ｍ 1 7.2 1987年 26年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 41.4

220 1046 21701046 陣之尾橋 陳之尾丸内線 その他 28.8ｍ 1 7.2 1994年 19年 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝT桁橋 100

221 1047 31021047 西目大橋 阿久根出水線 その他 21.6ｍ 1 8.6 1991年 22年 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋 100

222 1048 31021048 山下橋 阿久根出水線 その他 21.0ｍ 1 10.3 1993年 20年 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝT桁橋 96.75

223 1049 1091049 二千年橋 中央線 1級 26.0ｍ 1 11 2001年 12年 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝT桁橋 62.5

224 1050 1091050 蛍橋 中央線 1級 29.0ｍ 1 11 2006年 7年 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝT桁橋 56.65

225 1051 20341051 陳之尾平跨道橋 陳之尾平線 その他 31.0ｍ 1 5.5 2008年 5年 PC橋 ﾗｰﾒﾝ橋 100

226 1118 20971018 大曲橋 波留高松線 その他 57.7ｍ 3 4.1 1970年 43年 鋼橋 H形橋 0

径間

数

幅員

（m）

架設年次

（西暦）
橋種 構造形式

健全度通し

№

位置図

№

橋梁

コード
橋梁名 路線名

道路

規格

橋長

（m）

227 1052 21831052 栫橋 栫洗出し線 その他 29.1ｍ 1 8.1 2001年 18年 PC橋 床版橋 0

1052 栫橋
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３. 阿久根市の管理橋梁の特性

1）管理橋梁数と策定対象数
阿久根市が管理する橋梁は22７橋であり，本計画では全ての橋梁を策定対象としている。

2）橋種別特徴（図３-1）
阿久根市が管理する橋梁は22７橋であり，橋種別で分類すると，コンクリート橋（RC橋，PC橋，BOX橋）は89%の20３橋，鋼橋は5%の11橋，石橋は2％の4橋，混合橋は4％の9橋となっている。
特徴として，コンクリート橋が多いことが挙げられる。

3）橋長別特徴（図３-2）
15ｍ未満の橋が178橋，15～50ｍ未満の橋が4３橋，50～100ｍ未満の橋が6橋ある。最も多いのは15ｍ未満で全体の79％を占め，50ｍ以上は3％と少ない。

4）道路種分類（図３-3）
1級市道に1７％の38橋，2級市道に11％の24橋，その他の道路に7２％の16５橋が存在する。

5）架設年度（図３-4）
高度経済成長期の1960年代以降に建造された橋梁がほとんどであり，20年後には74%の橋梁が供用年数50年を経過する状況にある。

図３-1 管理橋梁数に対する橋種別割合 図３-2 管理橋梁数に対する橋長別割合

図３-3 管理橋梁数の道路種別区分

２. 阿久根市の基本方針及び計画策定の目的

阿久根市における今後の施設の整備にあたっては，従来の「建設優先」の考え方ではなく，「建設から維持管理に至るライフサイクル」の視点に立った取り組みに移行することを基本方針とし，より効果的，
より経済的な施設の維持管理を目指す。

本計画では，これまでの対症療法的な維持管理から予防保全型維持管理への転換を図ることで，道路ネットワークの安全性・信頼性を確保するとともに，効率的かつ効果的な維持管理の実現によるコスト縮減を
目的とする。

図３-4 管理橋梁の架設年代と建設後50年以上の橋梁の推移

現 在 20年後

平成25年(2013年) 平成45年(2033年)
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５. 個別橋梁の修繕計画立案

●劣化予測の対象部材

劣化予測の対象部材として，特に橋梁の耐荷性，耐久性

等に重要な役割を担う主部材を選定した。

●その他部材
伸縮装置，支承，高欄は点検結果を用いた劣化予測が困

難であるため，標準の耐用年数を用いて，耐用年数に達し
たら取替とする。

●対象とする損傷種類
点検項目の中で部材での損傷割合が判定されている，「剥離・鉄筋露出」，「漏水・遊離石灰」，「（床版）ひび

われ」，「腐食」の4つを対象とした。

●劣化予測における代表損傷度
上記損傷の中で（鋼橋は腐食のみ，コンクリート橋は残りの3項目），最も悪い判定を部材の代表損傷度とする。

●使用した橋梁点検データ
点検データは最新のものとし，概略点検データ及び詳細点検データを用いて検討を行った。

５.1 劣化予測部材の設定

５.2 橋梁部材ごとの劣化予測方法

部材 材料 損傷種類 状態 写真番号

《良好――軽度――重度》

状態
　　　　　　《軽度――重度》

《良好――軽度――重度》

状態
　　　　　　《軽度――重度》

《良好――軽度――重度》

状態
　　　　　　《軽度――重度》

《良好――軽度――重度》

状態
　　　　　　《軽度――重度》

ｺﾝｸﾘｰﾄ

腐食

部分的

鋼

漏水
遊離石灰

部分的

部分的

部分的

床版
ひびわれ

剥離
鉄筋露出

床版

ひろがり

全体的

位置

全体的

位置

全体的

位置

全体的

位置

起点 終点

起点 終点

起点 終点

起点 終点

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ レ レ

部材の代表損傷度とする

a b c d e

上部工 床版 鋼 01 ： 腐食

02 ： 亀裂

03 ： ゆるみ・脱落

04 ： 破断

05 ： 防食機能の劣化

17 ： その他

21 ： 異常な音・騒音

23 ： 変形・欠損

ｺﾝｸﾘｰﾄ 07 ： 剥離・鉄筋露出 90 10

08 ： 漏水・遊離石灰 90 10

09 ： 抜け落ち

10 ： コンクリート補強財の損傷 100

11 ： 床版ひびわれ 90 10

12 ： うき 100

17 ： その他 100

18 ： 定着部の異常 100

1 9： 変色劣化 100

損傷状態（単位：％)
写真ファイル名工種 部材 材料 損傷種類

レ レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

部材の代表損傷度とする

図５.2-1 詳細点検項目と代表損傷度

図５.2-2 概略点検項目と代表損傷度

表５.1-1 劣化予測部材と計算方法

計算方法 備　考

鋼橋（RC床版） 劣化予測式

PC桁，RC桁（間詰め） 劣化予測式

鋼桁 劣化予測式

PC桁 劣化予測式

RC桁 劣化予測式

下部工 躯体 劣化予測式

経年劣化

経年劣化

経年劣化

※舗装は，橋面防水工と併せて床版の対策工で同時に計上する。

高欄

伸縮装置

支承

床版

主構

劣化予測式により算定し，定
めた損傷等級の際に補修を計
画する。

対　象

耐用年数に達したら取替を行
う。

４. 修繕計画策定の流れ

管理橋梁の現状の把握（台帳整備等）

管理橋梁の損傷状況の把握

（1） 劣化予測部材の設定

（2） 橋梁部材毎の劣化予測

（3） 修繕時期，対策工法及び概算工事費の設定

（4） ライフサイクルコストの算定及び維持管理費の集計

（5） 維持管理費用の調整

（6） 長寿命化修繕計画（長期計画）の策定

（7） 長寿命化修繕計画（実施計画）の策定

・橋梁毎に算定された費用を年度毎に積み上げる。

・各年度の予算を設定する。
・予算と補修費用と比較し，予算を超過する場合は，路線の重要
度，第三者影響度，部材の損傷度を考慮した対策優先度を用い
て補修順序を調整し，年度間の補修費用の調整を行う。

・橋梁毎に係る費用を年度毎に積み上げ，長期の概算事業費用
を把握する。その中で，最も適切で実施可能な計画を策定する。

・長期計画に基づき，個々の橋梁の具体的な計画を立案する。

・各橋梁部材の劣化予測を，部材毎に設定した予測式により
算定する。

・各橋梁の対策シナリオに基づき，補修時期及び予測した損傷
程度に応じた対策工法，概算工事費を設定する。

・劣化予測を行う部材を決定する。

・管理橋梁全橋の台帳整備等を行い，構造種別，橋長などを整
理する。

・管理橋梁全橋に対し点検等を実施し，現状の損傷状況の把握
を行う。

過年度に実施済み。

本業務にて計画。

修繕計画の流れを図４-1に示す。修繕計画策定の前段階として，既設橋梁の状態
把握が必要である。阿久根市では，平成21年度から平成24年度に管理橋梁全てにつ
いて，橋梁点検を行い，損傷状況等の把握を行っている。本業務では，その点検結果
を用いて劣化予測及び橋梁長寿命化修繕計画の策定を行った。

図４-1 修繕計画の流れ
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以下の3ケースを検討
ケース①：阿久根市の詳細点検・概略点検データで検討

阿久根市の詳細点検・概略点検データ（22６橋（H25年度時点））を用いる。

ケース②：ケース①の点検データと鹿児島県の同地域の詳細点検・概略点検データで検討
阿久根市の詳細点検・概略点検データ（22６橋）と鹿児島県管理橋梁の内，阿久根市と

同地域の橋梁詳細点検・概略点検データを合わせて用いる。

ケース③：阿久根市と鹿児島県全域の点検データで検討
阿久根市の詳細点検・概略点検データ（22６橋）と，鹿児島県劣化予測式のデータ

（H20年作成）を合わせて用いる。

表５.2.1-1 各使用データ数

手順1：各損傷等級と経過年数の分布グラフを作成

手順2：各損傷等級の平均橋梁年数から劣化予測式を作成

５.2.1 劣化予測式作成手順

損傷等級1～5それぞれで平均橋梁年数を算出する。

各損傷等級の平均値の近似曲線を劣化予

測式とする。ケース①～③の劣化予測式を

部材毎に作成し，比較検討を行う。
比較検討では，作成した劣化予測式と鹿

児島県作成の劣化予測式を比較し，最も阿
久根市の橋梁に適切と考えられるものを採
用する。

なお，下部工については，傾向が得られ
なかったため，阿久根市管内の異常データ
を省く等のデータ処理を行った。

５.2.2 劣化予測式の検討

以下に劣化予測式の検討結果例を図7.2.2-1～図7.2.2-6に示す。
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損傷等級4：データが無い場合はプロット無し
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劣化予測式

（平均値の近似曲線）

損傷等級と経過年数

損傷等級の平均値と経過年数

平均算出

図５.2.2-1 床版の検討結果（一般環境） 図５.2.2-2 床版の検討結果（塩害環境）

図５.2.2-3 PC主構の検討結果（一般環境） 図５.2.2-4 PC主構の検討結果（塩害環境）

図５.2.2-5 下部工の検討結果（一般環境） 図５.2.2-6 下部工の検討結果（塩害環境）

 
阿久根市 鹿児島県 同地域 鹿児島県 全域

RC
PC橋，RC橋(Box含む)

，鋼橋
97 橋 36 橋 107 橋

鋼 鋼橋 - - -
PC橋 68 橋 23 橋 64 橋

RC橋 142 橋 15 橋 10 橋

鋼橋 11 橋 4 橋 51 橋

下部工 躯体 RC
PC橋，RC橋(Box含む)

，鋼橋
213 橋 44 橋 172 橋

部材 橋種
データ数

上部工

床版

主構 主桁

ケース①

ケース②

ケース③

鹿児島県の

採用式

ケース①

ケース②

ケース③

鹿児島県の

採用式

ケース①

ケース②

ケース③

鹿児島県の

採用式

ケース①

ケース②ケース③

鹿児島県の

採用式

ケース①

ケース②ケース③

鹿児島県の

採用式

ケース①

ケース②

ケース③

鹿児島県の

採用式

データ処理後 データ処理後
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劣化予測式（一般環境）

床版
y = 0.1156x - 0.9662

R
2
 = 0.7831

PC主構，RC主構
y = 0.1489x - 1.5416

R
2
 = 0.5151

鋼主構
y = 0.1303x - 0.6081

R
2
 = 0.8563

下部工
y = 0.1487x - 2.5393

R
2
 = 0.7253

1

2

3

4

5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

経過年数

損
傷

等
級

（
損

傷
度

）

床版

PC主構

RC主構

鋼主構

下部工

（A）

（B）

（C）

（D）

（E）

劣化予測式（塩害環境）

床版
y = 0.1766x - 1.4721

R
2
 = 0.8002

PC主構，RC主構
y = 0.1684x - 1.9938

R
2
 = 0.4867

鋼主構
y = 0.1637x + 0.5954

R
2
 = 0.4606

下部工
y = 0.1456x - 1.079

R
2
 = 0.5198

1

2

3

4

5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

経過年数

損
傷

等
級

（
損

傷
度

）

床版

PC主構

RC主構

鋼主構

下部工

（A）

（B）

（C）

（D）

（E）

５.2.3 阿久根市における劣化予測式

図５.2.3-1 一般環境の劣化予測式（採用案）

＜選定の基本方針＞

1）「阿久根市管内の橋梁点検データによる劣化予測式」を採用することを基本とする。
2）傾向が得られなかった部材は，阿久根市管内の異常データを省く等のデータ処理を行い，選定する。
3）上記2）では，阿久根市データを含むこと，データ数の多寡による信頼性等を総合的に考慮し，劣化予測式を採用する。
4）塩害環境の劣化予測式は，一般環境の採用式より劣化の進行が早い結果から採用案を選定する。
5）RC主構は，PC主構の結果を準用する。

５.3 対策工法及び概算工事費の設定

ライフサイクルコストを算定するため，対象となる主要部位の損傷等級・状況
に応じ，健全度を100％回復できる効果的な対策工法を，現在採用・実施されて
いる工法の中から，標準的な対策工法として設定した。

工法は，損傷等級とその状況に応じて以下の工法を組合せて決定した。
ア） 「予防保全的対策工法」
イ） 「対症療法的対策工法」
ウ） 「耐荷力回復工法」

表５.3-1 損傷等級と対策工法及び概算工事費（一般環境）

表５.3-2 損傷等級と対策工法及び概算工事費（塩害環境）

＜劣化予測式による各橋（部材）への適用方法＞

＜損傷等級1(A)＞
・損傷等級1(A)の滞留期間を考慮した上で劣化曲線を適用する橋の状態まで平行移動

し，今後の劣化予測を行う。

＜損傷等級2(B)～5(E)＞
・劣化曲線を適用する橋の状態まで平行移動し，今後の劣化予測を行う。

図５.2.3-3 各損傷等級での劣化予測方法

図５.2.3-2 塩害環境の劣化予測式（採用案）

下 部 工

鋼橋，RC床版橋 RC桁橋，PC橋等 コンクリート桁 鋼橋 （コンクリート）

補修工法 － － － － －

単価　（円／m
2
） 0 0 0 0 0

橋面防水工法（全面） 橋面防水工法（全面） 表面含浸工法（全面） タッチアップ：　 表面含浸工法（全面）

ひび割れ注入工法（20%） ひび割れ注入工法（20%） 足場仮設費 （10%再塗装，Rc-Ⅲ系，3種ｹﾚﾝ）

足場仮設費 足場仮設費 足場仮設費

単価　（円／m
2
） 21,280 21,280 18,400 6,580 12,800

橋面防水工法（全面） 橋面防水工法（全面） 表面含浸工法（全面） 塗装塗替工：　 表面含浸工法（全面）

ひび割れ注入工法（40%） ひび割れ注入工法（40%） ひび割れ注入工法（10%） （全面Rc-Ⅲ系，3種ｹﾚﾝ） ひび割れ注入工法（10%）

炭素繊維接着工法 足場仮設費 断面修復工法(5%) 足場仮設費 断面修復工法(5%)

(300g/㎡×2層貼り，40%) 足場仮設費

足場仮設費

単価　（円／m
2
） 58,400 30,240 26,160 15,400 24,960

橋面防水工法（全面） 橋面防水工法（全面） 表面含浸工法（全面） 塗装塗替工：　 表面含浸工法（全面）

ひび割れ注入工法（40%） ひび割れ注入工法（40%） ひび割れ注入工法（20%） （全面Rc-Ⅰ系，1種ｹﾚﾝ） ひび割れ注入工法（20%）

断面修復工法(40%) 断面修復工法(40%) 断面修復工法(10%) あて板補修工法(5%)： 断面修復工法(10%)

炭素繊維接着工法：　 足場仮設費 足場仮設費 足場仮設費

(300g/㎡×3層貼り，60%)

足場仮設費

単価　（円／m
2
） 135,520 78,880 40,640 58,740 43,840

橋面防水工法（全面） 橋面防水工法（全面） 表面含浸工法（全面） 塗装塗替工：　 表面含浸工法（全面）

打換え工法（全面） ひび割れ注入工法（40%） ひび割れ注入工法（40%） （全面Rc-Ⅰ系，1種ｹﾚﾝ） ひび割れ注入工法（40%）

足場仮設費 断面修復工法(60%) 断面修復工法(15%) あて板補修工法（10%） 断面修復工法(15%)

足場仮設費 炭素繊維接着工法：　 足場仮設費 炭素繊維接着工法：　

(300g/㎡×2層貼り，20%) (300g/㎡×2層貼り，40%)

足場仮設費

単価　（円／m
2
） 290,900 105,440 81,520 96,180 103,200

損傷
度

損傷
等級

種 別

対 象 部 材

床 版 （ コ ン ク リ ー ト ） 主 桁

A
1～

2未満

B
2～

3未満

補修工法

C
3～

4未満

補修工法

D
4～

5未満

補修工法

E 5
補修工法

下 部 工

鋼橋，RC床版橋 RC桁橋，PC橋等 コンクリート桁 鋼橋 （コンクリート）

補修工法 － － － － －

単価　（円／m
2
） 0 0 0 0 0

橋面防水工法（全面） 橋面防水工法（全面） 表面被覆工法（全面） タッチアップ：　 表面被覆工法（全面）

表面被覆工法（全面） 表面被覆工法（全面） 足場仮設費 （10%再塗装，Rc-Ⅲ系，3種ｹﾚﾝ）

ひび割れ注入工法（20%） ひび割れ注入工法（20%） 足場仮設費

足場仮設費 足場仮設費

単価　（円／m
2
） 40,480 40,480 24,800 6,580 19,200

橋面防水工法（全面） 橋面防水工法（全面） 表面被覆工法（全面） 塗装塗替工：　 表面被覆工法（全面）

表面被覆工法（全面） 表面被覆工法（全面） ひび割れ注入工法（10%） （全面Rc-Ⅲ系，3種ｹﾚﾝ） ひび割れ注入工法（10%）

ひび割れ注入工法（40%） ひび割れ注入工法（40%） 断面修復工法(5%) 足場仮設費 断面修復工法(5%)

電気防食工法 電気防食工法 電気防食工法 電気防食工法

足場仮設費 足場仮設費 足場仮設費

単価　（円／m
2
） 193,440 193,440 176,560 15,400 175,360

橋面防水工法（全面） 橋面防水工法（全面） 表面被覆工法（全面） 塗装塗替工：　 表面被覆工法（全面）

表面被覆工法（全面） 表面被覆工法（全面） ひび割れ注入工法（20%） （全面Rc-Ⅰ系，1種ｹﾚﾝ） ひび割れ注入工法（20%）

ひび割れ注入工法（40%） ひび割れ注入工法（40%） 断面修復工法(10%) あて板補修工法(5%)： 断面修復工法(10%)

断面修復工法(40%) 断面修復工法(40%) 電気防食工法 足場仮設費

電気防食工法 電気防食工法 足場仮設費

足場仮設費 足場仮設費 電気防食工法

単価　（円／m
2
） 242,080 242,080 191,040 58,740 194,240

橋面防水工法（全面） 橋面防水工法（全面） 表面被覆工法（全面） 塗装塗替工：　 表面被覆工法（全面）

表面被覆工法（全面） 表面被覆工法（全面） ひび割れ注入工法（40%） （全面Rc-Ⅰ系，1種ｹﾚﾝ） ひび割れ注入工法（40%）

打換え工法（全面） ひび割れ注入工法（40%） 断面修復工法(15%) あて板補修工法（10%） 断面修復工法(15%)

足場仮設費 断面修復工法(60%) 炭素繊維接着工法 炭素繊維接着工法

電気化学的補修工法（脱塩） 　(300g/㎡×2層貼り，20%) 　(300g/㎡×2層貼り，40%)

足場仮設費 電気化学的補修工法（脱塩） 電気化学的補修工法（脱塩）

足場仮設費

単価　（円／m
2
） 310,100 284,640 247,920 96,180 269,600

E 5
補修工法

補修工法

C
3～

4未満

D
4～

5未満

補修工法

種 別

対 象 部 材

床 版 （ コ ン ク リ ー ト ） 主 桁

A
1～

2未満

損傷
度

損傷
等級

補修工法

B
2～

3未満

一般環境採用式：ケース② 塩害環境採用式：ケース③
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細　別 概要及び適用 項目

道路区分 1級，2級，その他 阿久根市道路網整備の優先度として重要である。 x1 β1： 0.4

交差状況 河川・水路，道路，鉄道
跨線橋および跨道橋が損傷した場合は，第三者被害の恐れがあるため，
優先的に対策する必要がある。

x2 β2： 0.3

迂回路の有無 有り，無し 迂回路の有無は，ライフラインとしての道路網として重要である。 x3 β3： 0.1

交通量 x5 β5： 0.0

塩害環境：海岸線から200m以内

一般環境：上記以外を除く区間

塩害による劣化は一般環境よりその速度が速いため優先して対策を行う必
要がある。

環境条件 周辺環境 x4

諸元項目

橋梁の使用度として交通量は重要であることから，橋梁重要度評価項目に採用する。しかし現状ではデータ不足
により評価が困難であるため，本計画では細別区分を設けず，重み係数β5＝0.0として適用する。（交通量細別
例：大，中，小など）。　将来的に評価可能となった場合は，重み係数を見直すこととする。

β4：

道路状況

0.2

重み係数

区　分 対　象 評価点（x3）

有り 225 橋 50

無し 1 橋 100

合　計 226 橋

区　分 対　象 評価点（x2）

河川・水路 218 橋 30

道路 6 橋 65

鉄道 2 橋 100

合　計 226 橋

対　象 評価点（x1）

1級 38 橋 100

2級 24 橋 65

その他 164 橋 30

226 橋

区　分

合　計

阿久根市
道路区分

床版 PC主桁 RC主桁 鋼主桁 下部工

1） 橋長15ｍ以上の橋梁
予防保全型

タイプⅠ
3未満
（B）

3未満
（B）

3未満
（B）

3未満
（B）

3未満
（B）

48 橋

2） 橋長15ｍ未満の橋梁
予防保全型

タイプⅡ
4未満

（B～C）
4未満

（B～C）
4未満

（B～C）
4未満

（B～C）
4未満

（B～C）
178 橋

合計： 226 橋

※1：石橋がRC桁及びRC床版により拡幅された橋は，コンクリート橋として取扱う。
　　  なお，石橋部は 「点検時対応」 とする。
※2：修繕は，表中の損傷等級（損傷度）の時期に行うこととする。

計 画 初 期

損傷度（E），損傷度（D）の部材を含む橋梁を優先的に修繕する。

上 記 以 降

構 造 等 の 条 件 シナリオ
対 策 時 の 損 傷 等 級 （ 損 傷 度 ） 対象

橋梁数

上部工主部材 γ1： 0.6

床版 γ2： 0.3

下部工 γ3： 0.1

重み係数

（耐荷性）
部材種別

損傷等級 記 号

1 A 0

2 B 13

3 C 25

4 D 50

5 E 100

健全度 評価点
（y1,y2,y3）

区　分 対　象 評価点（x4）

一般環境 203 橋 50

塩害環境 23 橋 100

合　計 226 橋

表５.6-6 迂回路の有無（x3）

表５.5-1 対象部材と補修費用算定方法

５.4 修繕時期の設定

５.5 ライフサイクルコストの算定及び維持管理費の集計

橋齢（年）
5

4

3

2

1

損傷等級

15 23 31 39

計画終了年

修繕ルートB

修繕ルートC

修繕ルートD

修繕ルートE

橋齢（年）
0

100

200

300

修繕費

（千円/m
2
）

15 23 31 39

計画終了年

修繕ルートB

修繕ルートC

修繕ルートD

修繕ルートE

予防保全的な修繕

基本方針は，ライフサイクルコストが最小となる，

＜左記以降の時期＞
・予防保全型タイプⅠ
・予防保全型タイプⅡ

図５.4-1 損傷等級の変化と
ライフサイクルコストのイメージ

計画初期は損傷が生じている部材が多数あるため，こ
れらの修繕は，予防保全とならない。

そこで，計画初期段階とそれ以降の時期を考慮し修繕
計画シナリオを設定した。

＜計画初期＞
・対症療法型

今ある損傷に対し，損傷が大き
いものから優先して修繕する。

表５.4-1 修繕計画シナリオと対策時期

算定方法

鋼橋（RC床版） 橋面積

PC橋，RC橋（間詰め） 橋面積の20％

鋼桁

PC桁

RC桁

下部工躯体 現況写真より写真判定する。

橋面積

総延長：幅員×（径間数＋1）

基　数：桁数×（径間数＋1）

部　材

主構

床版

舗装

伸縮装置

支承

橋長より桁高を推定し算出する。

橋梁毎に定めた修繕計画シナリオにより，50年間の
補修計画（年）を立案する。その際，対象部材につい
ては，損傷等級に応じた対策工法とその概算単価から，
補修費用を算定する。

その他の部材として，以下も補修費用を計上した。
・伸縮装置

・支承
・高欄
・舗装（橋面防水工にて計上）

・橋梁構造，規模を考慮。
・単年度に係る修繕費用の低減のため，

早期の段階で修繕を計画する。

５.6 対策優先度の設定

表５.6-1 橋梁重要度の評価項目選定表

補修時期が単年度に集中する場合は，補修予算の確保など補修の実現が困難となることから，
橋梁毎に対策優先度を設定し，補修時期の調整を行う。なお，耐震性については別途考慮し，本
件では考慮しないものとする。

●優先度指数：（Xn／100）×Yn
Xn：橋梁重要度指数（橋梁の重要度に応じた点数）
Yn：橋梁損傷度評価値（橋梁の損傷度に応じた点数）

○橋梁重要指数：Xn＝β1・x1＋β2・x2＋β3・x3＋β4・x4＋β5・x5
β1，β2，β3，β4：重み係数
x1：路線重要度評価点，x2：第3者影響度（交差状況）評価点
x3：迂回路の有無の評価点，x4：周辺環境の評価点，x5：交通量

○橋梁損傷度評価値：Yn＝γ1・ｙ1＋γ2・ｙ2＋γ3・ｙ3
γ1，γ2，γ3：部材重み係数， y1，y2，y3：各部材の損傷度評価点

表５.6-2 緊急輸送路及び道路区分（x1）

表５.6-4 第3者影響度（交差状況）

表５.6-3 環境条件（x4）

表５.6-5 損傷度と評価点

表５.6-7 部材と重み係数

※表５.6-1～4，6，7は，平成25年度時点で定めたものであり，計画の見直し時においては適宣見直しを行う。
※表５.6-5において，損傷度の大きい（E），（D）の部材については，計画初期に最優先で修繕を行う。
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５.8 部材の代表損傷度の設定

各損傷の代表損傷度は，点検により得られた損傷等級の中で「最も悪い評価」とする。

a b c d e

例-1 100 0 0 0 0 a

例-2 90 10 0 0 0 b

例-3 90 0 10 0 0 c

例-4 90 0 0 10 0 d

例-5 90 0 0 0 10 e

例-6 60 10 10 10 10 e

例-7 40 30 10 10 10 e

例-8 20 20 20 20 20 e

例-9 0 0 0 0 100 e

損傷状態（％） 各損傷の
代表損傷度 a b c d e

例-1 100 － 0 － 0 a

例-2 90 － 10 － 0 c

例-3 90 － 0 － 10 e

例-4 50 － 30 － 20 e

例-5 0 － 0 － 100 e

損傷状態（％） 部材の
代表損傷度

対象とする部材は，劣化予測式の検討と同様に「床版」，「主桁－PC桁，RC桁，鋼桁」，「下部工」
とする。部材の損傷度は，以下の理由から「最も悪い評価を部材の代表損傷度」として設定し，安全側の
配慮を行う。

・ 点検結果から，構造的な状況判断は出来ない。
・ 各損傷について，構造的に致命的な損傷である可能性は否定できない。
・ 全体の損傷割合から部材の損傷度を判断した場合，構造的に係る致命的な損傷を見逃す可能性

がある。

部材の代表損傷度は，各部材の以下の損傷の中で最も悪い評価を「部材の代表損傷度」とす
る。

●コンクリート部材（床版，PC主桁，RC主桁，下部工）

損傷：（床版）ひびわれ，漏水・遊離石灰，剥離・鉄筋露出
●鋼部材（鋼主桁）

損傷：腐食のみ

５.8.1 対象部材及び基本的な考え

５.8.2 各損傷の代表損傷度の決定

表５.8.2-1 ひびわれ，床版ひびわれ，腐食
の設定例（5段階評価）

表５.8-2-2 漏水・遊離石灰，剥離・鉄筋露出
の設定例（3段階評価）

５.8.3 各部材の代表損傷度の決定５.7 予算制約による対策時期の調整
維
持
管
理
費

年　度

維
持
管
理
費

年　度

予算制約

維
持

管

理

費

年　度

前倒し 先送り 先送り 先送り

先送り

予算制約

各部材の劣化予測結果，対策シナリオ，対策
工法，概算工事費等を考慮し，維持管理費（修
繕費用，点検費用等）の積み上げを対象226橋
に対して行う。

予算制約を行い，予算を超過したものについ
ては，対策優先度に基づき，前倒しまたは先送
りする橋梁を予算を考慮して抽出する。

前倒し，または先送りを行い，予算制約内に
収まるよう調整する。

a → A

b → B

c → C

d → D

e → E

部材の
代表損傷度

腐食

a → A a → D

c → C c → D

e → E e → E

a → C a → D

c → C c → D

e → E e → E

a → E a → E

c → E c → E

e → E e → E

a → B a → E

c → C c → E

e → E e → E

a → C a → E

c → C c → E

e → E e → E

a → E a → E

c → E c → E

e → E e → E

a → C

c → C

e → E

a → C

c → C

e → E

a → E

c → E

e → E

e

a

c

e

d

a

c

e

（床版）
ひびわれ

漏水・
遊離石灰

剥離・
鉄筋露出

部材の
代表損傷度

c

a

c

e

e

a

c

e

（床版）
ひびわれ

漏水・
遊離石灰

剥離・
鉄筋露出

部材の
代表損傷度

a

b

a

c

※コンクリート部材：床版，PC主構，RC主構，下部工躯体

表５.8.3-2 鋼主桁の損傷度
の

表５.8.3-1 コンクリート部材の代表損傷度の設定方法

図５.7-1 修繕費用の積み上げと平準化
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最大約 26.0 億円 

0
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8,000

10,000

12,000
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累
積

事
業

費
用

（
百
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円

）

事後的修繕及び更新

修繕計画（予算制約無し）

(H27) (H37) (H47) (H57) (H67) (H77)

106 .6億円

58.3億円

48.3億円
の低減

表５.9.1-1 初期費用平準化案比較表

５.9 修繕計画策定

５.9.1 長期計画（50年）

H27年に係る費用について，損傷度(E)を越えない範囲で平準化を行った。H30～H32を約7.0億
円以下とすると「供用不可」となる部材が発生するため，単年度予算をH27～H29は約2.0億円，
H30～H32年は約7.1億円として計画を行った。その後，損傷等級(D)，(C)，(B)の部材を修繕する
ためにH33～H34年に約4.0億円が必要となる結果となった。

※損傷度（E）を越える状況を「供用不可」と定義する。「供用不可」は，部材の健全性が喪失
し，使用困難な状態と考え，計画期間内に生じさせないものとする。

（1）事後的修繕と修繕計画（予算制約無し）
修繕計画策定にあたり，これまでの管理方法（事後的修繕及び更新）での事業費用を以下の条件

を考慮し算定した。
・修繕は，部材の損傷が大きくなってから行う。（損傷度(E)の時期）
・架設後50年で更新（架け替え）とする。（費用：橋面積×50万円）

次に，平準化前の「予算制約なし」の状態での計画を算定した。ここで「予算制約なし」は，先
送りや前倒しを行わず，橋梁毎の修繕計画シナリオ（予防保全の修繕時期）に従って修繕等を行う
計画である。

「事後的修繕」と「計画（予算制約無し）」の事業費算定結果より，50年間の総事業費用につい
て両者を比較すると，「事後的修繕」が106.6億円となるのに対し，「計画（予算制約無し）」は
58.3億円となり，計画策定による事業費用の低減効果が確認できた。

（2）計画初期に係る事業費用の平準化
「計画（予算制約なし）」の各単年度の事業費用は，全体的に数百万円～3億円程度と大きくば

らついており，特に計画開始の平成27年は予算26.0億円と高額であるため実際的な事業実施が非
常に困難となった。そこで，計画初期（H27年）に係る費用の約26.0億円について，単年度費用
を極力低減するため，以下の点を考慮し予算平準化を行った。

1）阿久根市の意向を踏まえて，3年間（H27～H29）は単年度予算2.0億円で計画する。

2）初年度に修繕対象となる橋梁のうち，損傷度(E)の部材を優先して 修繕する。

（特に損傷度(E)の部材は緊急度が高いため。）
3）損傷度(E)の部材を修繕後，損傷度(D)，(C)，(B)の部材を修繕する。
4）上記1），2），3）は，計画初年度費用（26.0億円）の平準化のみに適用する。

図５.9.1-1事後的修繕と計画の総事業費用（50年）の比較

図５.9.1-2 平準化前の事業費用の推移（予算制約なし）
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シナリオ名称 第1案：　予算0.8億円 第2案：　予算0.9億円 第3案：　予算変動型

図

特徴等 ・ 予算制約無し時の初年度事業費26.0億円を7年間で平準化する。 ・ 予算制約無し時の初年度事業費26.0億円を7年間で平準化する。 ・ 予算制約無し時の初年度事業費26.0億円を7年間で平準化する。

・ H35以降は，事業費0.8億円を基本予算とする。 H34以降は，事業費0.9億円を基本予算とする。 ・ 計画期間（H34以降）において損傷等級D以下が生じないように，

・ H71以降に損傷等級Dの部材が生じる。 ・ 計画期間（H34以降）において，全ての部材で損傷等級C以上を確保 予算を0.3億円～0.9億円で変動した案。

することが出来る。

年度最大費用
（千円）

総事業費
（千円）

適用 ・ H35以降を単年度予算0.8億円で計画した場合，計画後期で損傷度（D）の ・ 健全度が高い状態（損傷等級C以上）で維持することが可能であるが， ・ 計画期間当初を除き，損傷等級D以下となる部材が生じない最低限の

部材が生じるため，適用不可である。 総事業費において，第3案より約1.7億円高額となる。 総事業費を計画することができ，第2案より経済性の面で有利である。

よって，H35以降は0.8億円を超える予算を設定する必要がある。 ・ 単年度の予算を可能な限り低減することが出来る。
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表５.9.1-2 ライフサイクルコスト計算シナリオの比較表

3）計画初期以降の期間の事業費用平準化（50年間の全体計画）
計画初期以降（H35～）の事業費用平準化は，修繕計画シナリオに従い，損傷度（B）（予防保全タイプⅠ）または損傷度（Ｃ）（予防保全タイプⅡ）を越えない範囲で行った。
H35年以降については，予算制約を考慮し，予算8千万円，予算9千万円，予算変動型で検討を行った。
検討の結果，計画期間中の橋梁部材の健全性を確保でき，総事業費が最も安価な「第3案：予算変動型」シナリオを採用した。

※損傷度（E）を越える状況を「供用不可」と定義する。「供用不可」は，部材の健全性が喪失し，使用困難な状態と考え，計画期間内に生じさせないものとする。



令 和 ５ 年 度 阿 久 根 市 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画

５.9.２ 費用の縮減について

・ 道路メンテナンス事業補助制度要綱第４「事業要件」より，事業要件は以下のとおりとなっている。

 構造物の性能・機能の維持・回復・強化を図る修繕
 構造物の架替えや付替えなどにより，性能・機能の維持・回復・強化を図る更新
 複数の構造物において，その性能・機能を一部の構造物に集約することに伴い実施する他の構造物の撤去（集約先の構造物に係る対策等を実施する場合に限る），または横断する道路施設等の安全の

確保のために実施する構造物の撤去（改築または修繕と同時に実施する場合に限る）
 道路メンテナンス事業の実施に必要な点検

なお，上記 から に該当する事業の実施にあたっては，新技術等の活用の検討を行い，費用の縮減や事業の効率化などに取り組むこと。

上記から，橋梁の長寿命化計画を実施するにあたり，費用の縮減及び事業の効率化の検討（以下，「費用等検討」という。）を行ったうえで事業要件を満足する必要がある。
→ 次項目以降に示される新技術の活用及び集約化・撤去を用いることで，従来の修繕費用から約１割程度縮減することを目標とする。

５.9.３ 新技術等の活用による費用等検討

１ 点検業務及び修繕業務において，費用等検討の際には新技術等の活用の検討を必ず行う。
２ 新技術等とは，新技術情報提供システム（NETIS）に登録された有用な新技術や国土交通省策定の点検支援技術性能カタログ（案）に掲載されている技術とする。

点検業務及び修繕業務の発注により，上記の検討がなされる場合に，個々の施設毎に活用の判断理由を整理し，新技術等を活用する場合はその効果（コスト縮減，作業日数縮減）を記載する。
なお，新技術等の活用を検討したうえで従来の工法が採用される場合においても選定理由の整理を行う。

→ 上記目標にて，１巡目点検からⅢ判定となった修繕が必要となる橋梁（令和３年度末時点で残り２０橋）については，令和１０年度までに新技術の活用により約１,０００万円のコスト縮減を目指す。

５.9.４ 費用の縮減に関する具体的方針

・ 健全度Ⅲ及びⅣの橋梁は，更新や集約化撤去を含めてLCC比較を行い，より安価となる対策を検討し，費用の縮減に取り組む。
なお，集約化撤去においては，う回路，代替路の有無，近接橋梁（路線）の有無を整理し統廃合を検討する。

※ 長寿命化橋梁リストにて，集約化撤去検討対象橋梁に明示する。実施の際には地元利用者等に十分に聞き取り及び説明を行い，理解を得たうえで検討を進める。
→ 上記目標については，令和１０年度までに２橋程度の集約化・撤去を目指す。



【様式１－２】

修繕実施中橋梁

修繕完了橋梁

凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。
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（千円）

大漉橋 1級 黒之上大漉線 2.4 1994 29 2022
135 125 点検 120 114 98 77 28 216 点検 214 214 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 2,706

黒中橋 1級 大漉黒之上線 7.1 1966 57 2022
点検 5 201 199 196 194 184 152 点検 135 98 98 Ⅱ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋嵩上高欄工＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪,  点検：定期点検 15,365

黒之浜橋 1級 黒之浜港線 7.6 1968 55 2019
28 点検 17 12 6 152 134 点検 83 39 92 92 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 20,299

江月橋 1級 槝之浦深田線 5.0 2018 5 2019
1 207 点検 207 204 203 198 173 166 点検 144 144 Ⅲ Ⅰ

溝橋(BOXカルバート)へ掛替,  点検：定期点検 33,488

新地橋 1級 槝之浦深田線 3.0 2019 4 2019
7 218 点検 218 217 217 214 201 197 点検 189 189 Ⅲ Ⅰ

溝橋(BOXカルバート)へ掛替, 点検：定期点検 15,703

鳴子橋 1級 槝之浦深田線 6.1 1985 38 2021
122 112 点検 107 101 84 63 1 148 点検 120 120 Ⅰ

 主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋電気防食工法＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面被覆工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋電気防食工法, 点検：定期点検 41,259

大渕川橋 1級 大渕川線 4.4 1982 41 2020
点検 134 124 119 113 97 点検 76 27 174 156 156 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋吊足場+橋面防水工　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 11,181

鳴迫橋 1級 下村瀬之浦線 5.4 1979 44 2019
点検 133 123 118 112 96 点検 75 26 161 139 139 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋吊足場+橋面防水工　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 9,556

瀬之浦橋 1級 下村瀬之浦線 4.3 1979 44 2019
点検 211 209 209 207 207 点検 203 179 175 158 158 Ⅱ

高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側) 点検：定期点検 2,980

的場橋 1級 下村瀬之浦線 23.4 1996 27 2022
169 160 点検 155 149 134 113 68 29 点検 26 26 Ⅰ

床版：床版補修工法-⑨　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 56,186

早馬橋 1級 上原桐野線 3.1 1947 76 2020
点検 218 217 217 216 216 点検 213 199 195 186 186 Ⅱ

点検：定期点検 2,614

赤剥橋 1級 中央線 8.9 1979 44 2022
146 136 点検 131 125 110 89 41 26 点検 81 81 Ⅱ

床版：床版補修工法-⑨　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 21,236

木船橋 1級 中央線 5.5 1972 51 2021
112 点検 101 96 90 73 52 点検 25 160 137 点検 137 Ⅱ

高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋吊足場, 点検：定期点検 7,556

有田橋 1級 中央線 11.5 1965 58 2018
107 96 91 点検 85 67 46 133 113 点検 65 65 Ⅱ

床版：床版補修工法-⑪, 点検：定期点検 11,284

落下橋 1級 中央線 5.0 1978 45 2022
29 18 点検 13 7 154 136 85 41 点検 146 146 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 11,029

新吉之迫橋 1級 中央線 10.6 1980 43 2022
145 135 点検 130 124 109 88 40 25 点検 70 70 Ⅰ

床版：床版補修工法-⑨　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 23,948

新桑原城橋 1級 牧内桑原城線 5.7 1969 54 2021
132 点検 122 117 111 95 74 点検 24 156 132 132 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 9,229

佐潟橋３号 1級 高之口佐潟線 2.8 1945 78 2020
点検 22 11 6 218 218 点検 218 206 203 196 196 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋電気化学的脱塩工法＋吊足場+橋面防水工, 点検：点検：定期点検 4,963

佐潟橋２号 1級 高之口佐潟線 3.5 1945 78 2020
点検 21 10 5 212 212 点検 209 191 187 171 171 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋電気化学的脱塩工法＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 8,852

第二飛松橋 1級 飛松落線 4.2 1950 73 2019
6 210 点検 210 208 208 204 181 点検 177 160 160 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋電気化学的脱塩工法＋吊足場＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%＋電気化学的脱塩工法, 点検：定期点検 24,995

飛松橋 1級 飛松落線 10.9 1934 89 2019
4 194 点検 192 188 184 171 134 点検 114 68 68 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 25,138

臼岩橋 1級 飛松落線 7.0 1950 73 2019
2 172 点検 168 162 153 135 84 40 点検 100 100 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪, 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 10,315

柿内橋 1級 尻無本線 6.4 1971 52 2020
31 点検 20 15 9 196 189 点検 159 145 116 116 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 9,915

寺下橋 1級 尻無本線 12.5 1969 54 2019
3 点検 191 189 補修後点検 185 181 167 点検 128 106 55 55 Ⅱ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪,点検：定期点検 25,506

岩下橋 1級 尻無本線 2.6 1976 47 2020
点検 221 221 221 221 221 点検 221 211 208 201 201 Ⅱ

点検：定期点検 3,593

第一鍛治屋段橋 1級 尻無本線 3.6 1976 47 2020
214 点検 213 213 211 211 208 点検 190 186 170 170 Ⅱ

点検：定期点検,高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側) 4,672

第二鍛治屋段橋 1級 尻無本線 3.7 1975 48 2020
181 点検 173 169 163 155 137 点検 86 42 168 168 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 2,533

第２尻無橋 1級 尻無本線 3.2 1955 68 2020
点検 30 19 14 8 156 点検 138 87 43 183 183 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検, 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10% 3,414

鶴見第一橋 1級 ３－５－７線 7.0 1978 45 2018
20 9 200 点検 197 点検 195 185 153 136 102 点検 102 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工(ケイ酸系)＋ひびわれ注入工＋断面修復工＋伸縮装置取替工＋高欄嵩上工，点検：定期点検 57,339

小漉谷橋 2級 小漉松ケ根線 7.0 2004 19 2021
184 176 点検 173 167 160 142 91 49 点検 104 104 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 15,932

筒田橋 2級 筒田桐野線 3.9 1991 32 2021
54 点検 43 38 32 14 205 点検 184 180 163 163 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 7,201

第２鍋石橋 2級 鍋石線 4.1 1986 37 2020
点検 166 157 152 146 131 点検 110 183 179 162 162 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 4,480

葛原橋 2級 折口大辺志線 2.2 1973 50 2020
点検 185 177 174 168 161 点検 143 92 50 219 219 Ⅱ

高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 2,303

陳之尾坂橋 2級 内田陳之尾坂線 3.5 1982 41 2020
点検 216 215 215 214 214 点検 211 194 190 177 177 Ⅱ

点検：定期点検 1,493

池之上橋 2級 波留大曲線 2.8 1957 66 2020
点検 167 158 153 147 132 点検 111 207 204 197 197 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 3,862

徳ヶ山橋 2級 山下弓木野線 11.4 1982 41 2022
39 28 点検 23 17 138 117 70 35 点検 67 67 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 床版：床版補修工法-⑨, 点検：定期点検 20,629

野中橋 2級 山下弓木野線 2.9 1955 68 2022
56 45 点検 40 34 16 216 204 201 点検 194 194 Ⅱ

点検：定期点検　主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 2,356

弓木野橋 2級 横ヶ倉線 12.1 1977 46 2018
114 104 99 点検 93 76 55 129 108 点検 59 59 Ⅱ

床版：床版補修工法-⑪　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 15,872

第２横ヶ倉橋 2級 横ヶ倉線 3.0 1969 54 2020
点検 55 44 39 33 15 点検 215 202 198 190 点検 190 Ⅱ

点検：定期点検　主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 3,351

横ヶ倉橋 2級 横ヶ倉線 8.7 1952 71 2019
16 199 点検 197 193 190 178 142 点検 124 83 83 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入工＋断面修復工＋伸縮装置取替工+高欄嵩上工,  点検：定期点検 14,298

黒仁田橋 2級 牛之浜本之牟礼線 8.6 1987 36 2018
183 175 172 点検 166 159 141 90 48 点検 85 85 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 20,807

北崎橋 2級 大川本線 8.5 1958 65 2018
115 105 100 点検 94 77 56 144 126 点検 86 86 Ⅱ

床版：床版補修工法-⑪, 点検：定期点検 7,779

宇都口橋 2級 大川本線 4.3 1997 26 2022
117 107 点検 102 96 79 58 180 176 点検 159 159 Ⅱ

床版：床版補修工法-⑪, 点検：定期点検 4,762

小鹿倉橋 2級 大川本線 4.9 1957 66 2022
18 7 点検 3 205 205 200 175 168 点検 148 148 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪, 点検：定期点検 15,576

川畑浦橋 2級 大川本線 6.0 1936 87 2022
17 6 点検 201 198 197 191 162 150 点検 122 122 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪, 点検：定期点検 7,583

今越橋 2級 大川今越線 13.0 1967 56 2020
12 2 点検 171 165 158 140 89 47 点検 53 53 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪, 橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 35,032

五本松橋 その他 五本松支線 6.0 1987 36 2018
162 153 148 点検 142 127 106 60 18 点検 128 128 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 8,925

令和５年度　阿久根市橋梁長寿命化修繕計画
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名
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路線名
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点検
年次

橋長
(m)

修繕金額
(概算)

対策の内容・時期

2017
対　策　内　容

H27 R1(H31)

2015 2018

主部材,床版

掛替

主部材

主部材 下部工

主部材,下部工

主部材，伸縮装置

主部材,高欄

床版，伸縮装置

床版,下部工，高欄

下部工，高欄

主部材,下部工

主部材,床版，高欄

主部材,床版,下部工

主部材,下部工，伸縮装置，高欄

主部材,床版

主部材,床版，下部工

主部材

主部材

主部材,床版

主部材

主部材,高欄

主部材

主部材，伸縮装置

主部材

主部材

主部材

床版

下部工

下部工

床版，高欄

床版

床版

主部材

主部材

下部工，高欄

床版,下部工，伸縮装置

詳細設計

下部工

下部工，伸縮装置

下部工，高欄

床版

下部工

詳細設計

床版，伸縮装置

高欄

詳細設計 主部材,高欄

主部材,床版詳細設計

対策の優先順位の考え方

点検結果に基づき，効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な対策を講じます。

【優先順位の考え方】

詳細設計

詳細設計

詳細設計

詳細設計

詳細設計 主部材,下部工 主部材,下部工

橋梁の対策には，第三者に対する安全性に著しく影響を及ぼし，緊急的に対応が必要な損傷がある橋梁を優先的に実施し

速やかに補修を行う必要がある区分「Ⅲ」と判定した橋梁については，損傷箇所数や損傷程度を考慮し，優先的に対策を実施

掛替

主部材,下部工

主部材,下部工詳細設計

①対象施設 ②実施時期 ④個別施設の状況等 ⑤対策内容
⑥対策費用

③対策の優先順位
　の考え方



【様式１－２】

修繕実施中橋梁

修繕完了橋梁

凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。

2023 補修
点検

優先
順位

補修
点検

優先
順位

補修
点検

優先
順位

補修
点検

優先
順位

補修
点検

優先
順位

補修
点検

優先
順位

補修
点検

優先
順位

補修
点検

優先
順位

補修
点検

優先
順位

補修
点検

優先
順位

（千円）

令和５年度　阿久根市橋梁長寿命化修繕計画
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種別
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橋長
(m)

修繕金額
(概算)

対策の内容・時期

2017
対　策　内　容

H27 R1(H31)

2015 2018

対策の優先順位の考え方

点検結果に基づき，効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な対策を講じます。

【優先順位の考え方】

橋梁の対策には，第三者に対する安全性に著しく影響を及ぼし，緊急的に対応が必要な損傷がある橋梁を優先的に実施し

速やかに補修を行う必要がある区分「Ⅲ」と判定した橋梁については，損傷箇所数や損傷程度を考慮し，優先的に対策を実施

八郷中橋 その他 八郷笠山線 3.4 1956 67 2022
77 66 点検 61 55 37 16 113 71 点検 180 180 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 3,380

八郷上橋 その他 八郷笠山線 3.8 1956 67 2020
点検 91 80 75 69 51 点検 30 186 182 165 165 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 3,229

八郷橋 その他 八郷本線 4.7 1989 34 2022
58 47 点検 42 36 18 146 95 53 点検 151 151 Ⅲ

点検：定期点検　主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋電気化学的脱塩工法＋吊足場+橋面防水工, 橋台：表面被覆工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋電気防食工法, 点検：定期点検 17,711

第２八郷橋 その他 八郷本線 6.3 1989 34 2018
178 169 165 点検 159 146 126 37 147 点検 118 118 Ⅱ

 床版：床版補修工法-⑦, 点検：定期点検 28,113

小漉橋 その他 小漉中線 6.4 1953 70 2019
48 37 点検 32 点検 26 8 187 157 143 点検 113 113 Ⅲ Ⅰ

断面修復工＋鋼板取替工＋橋面防水工+伸縮装置取替工, 点検：定期点検，集約化撤去検討対象（次回補修時） 12,303

滝之鼻橋 その他 瀬崎山線 7.0 1970 53 2018
190 182 179 点検 173 168 154 105 63 点検 101 101 Ⅱ

高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 7,525

第２滝之鼻橋 その他 瀬崎山線 2.8 1970 53 2019
点検 219 219 219 219 219 点検 219 209 206 199 199 Ⅱ

点検：定期点検　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側) 2,417

黒之上橋 その他 黒之上東支線 3.5 1956 67 2022
76 65 点検 60 54 36 15 112 70 点検 174 174 Ⅲ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 4,156

第１黒之浜橋 その他 黒之浜深田線 5.4 1954 69 2021
74 点検 63 58 52 34 13 点検 109 67 138 138 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 5,707

古里村中橋 その他 古里宇都山線 2.5 1988 35 2021
155 点検 145 140 134 119 98 点検 50 9 205 205 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 3,202

米山橋 その他 瀬之浦笠山線 4.8 1961 62 2021
210 208 点検 208 206 206 201 176 169 点検 149 149 Ⅱ

点検：定期点検 2,987

京田橋 その他 瀬之浦京田線 6.2 1973 50 2021
161 点検 152 147 141 126 105 点検 58 16 119 119 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 7,966

黒十橋 その他 丸岡支線 4.5 1965 58 2019
点検 89 78 73 67 49 点検 28 177 170 152 152 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 6,993

平床橋 その他 瀬之浦平床線 10.7 1958 65 2019
42 31 点検 26 20 185 172 135 115 点検 69 69 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工(シラン系)＋ひびわれ注入工＋断面修復工＋炭素繊維接着工法＋橋面防水工+高欄嵩上工+吊足場, 点検：定期点検 19,486

竜ヶ迫橋 その他 早馬竜ヶ迫線 2.4 1985 38 2021
164 点検 155 150 144 129 108 点検 65 23 212 212 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 5,665

瀬之浦上原橋 その他 上原的場線 3.0 1978 45 2019
点検 97 86 81 75 57 点検 36 203 199 191 191 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 7,524

陳之尾筒田橋 その他 陣之尾筒田線 3.4 1983 40 2021
66 点検 55 50 44 26 5 点検 196 192 179 179 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 7,364

芋洗橋 その他 糖蒔線 2.2 1993 30 2019
点検 165 156 151 145 130 点検 109 66 24 220 220 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 2,319

丁里迫橋 その他 丁里迫線 5.5 1965 58 2019
87 76 点検 71 65 47 26 168 159 点検 136 136 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 6,148

鍋石橋 その他 鍋石中線 2.2 1966 57 2021
101 点検 90 85 79 61 40 点検 220 220 218 218 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 2,689

第１折口鍋石橋 その他 折口鍋石線 3.5 1960 63 2020
点検 151 141 136 130 115 点検 94 46 5 175 175 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 3,282

第２折口鍋石橋 その他 折口鍋石線 2.4 1960 63 2020
点検 156 146 141 135 120 点検 99 51 10 208 208 Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 2,212

第３折口鍋石橋 その他 折口鍋石線 3.4 1960 63 2020
点検 217 216 216 215 215 点検 212 197 193 181 181 Ⅱ

点検：定期点検 1,584

第４折口鍋石橋 その他 折口鍋石線 2.7 1960 63 2020
点検 220 220 220 220 220 点検 220 210 207 200 200 Ⅰ

点検：定期点検 2,255

第５折口鍋石橋その他折口鍋石線 2.0 1960 63 2020
点検 226 226 226 226 226 点検 226 225 225 225 225 Ⅰ

点検：定期点検 1,408

新川橋 その他 折口本線 11.6 1935 88 2019
41 30 点検 25 19 3 169 131 111 点検 62 62 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工(シラン系)＋ひびわれ注入工＋断面修復工＋高欄嵩上工+吊足場　, 点検：定期点検 96,325

新川橋（歩道橋） その他 折口本線 11.6 1992 31 2019
199 193 点検 191 187 183 170 132 112 点検 64 64 Ⅰ

点検：定期点検 96,325

田島橋 その他 田島線 8.5 1993 30 2022
149 139 134 点検 128 113 92 44 3 点検 87 87 Ⅱ

 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 25,396

牟田橋 その他 牟田線 7.4 1945 78 2022
25 14 点検 9 195 193 182 148 131 点検 93 93 Ⅲ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋電気化学的脱塩工法＋吊足場　床版：床版補修工法-⑫　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検，集約化撤去検討対象 46,117

第２大迫橋 その他 牟田大迫線 2.9 1956 67 2020
点検 60 49 44 38 20 点検 217 205 202 195 195 Ⅱ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋電気化学的脱塩工法＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 8,998

根比橋 その他 根比線 5.1 1954 69 2021
208 点検 205 205 202 201 196 点検 169 162 140 140 Ⅱ

点検：定期点検 3,430

大山橋 その他 大山神社線 7.3 1958 65 2021
84 点検 73 68 62 44 23 点検 150 133 96 96 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 10,444

丸内橋 その他 丸内野田線 12.7 1977 46 2018
171 162 158 点検 152 137 116 42 105 点検 54 54 Ⅲ

床版：床版補修工法-⑨　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 27,758

前田橋 その他 内田大下線 13.9 1981 42 2018
79 68 63 点検 57 39 18 126 102 点検 49 49 Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場, 点検：定期点検 33,179

第１中面橋 その他 大下小川内線 2.3 1945 78 2020
225 点検 225 225 225 225 225 点検 218 217 215 215 Ⅱ

点検：定期点検 1,256

第２中面橋 その他 大下小川内線 2.2 1945 78 2020
点検 100 89 84 78 60 点検 39 219 218 216 216 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 1,816

川内橋 その他 大下上桑線 3.2 1991 32 2020
点検 152 142 137 131 116 点検 95 47 6 185 185 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 3,500

大下上桑橋 その他 大下上桑線 5.0 1961 62 2021
88 77 点検 72 66 48 27 171 164 点検 142 142 Ⅰ

 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 8,085

つて川内橋 その他 内田東つて川内線 10.0 1986 37 2020
202 点検 197 195 191 188 176 点検 140 120 77 77 Ⅱ

伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 12,335

曙橋 その他 折口団地本線 13.7 1980 43 2018
109 98 93 点検 87 69 48 30 103 点検 50 50 Ⅱ

 床版：床版補修工法-⑪　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋吊足場　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 39,232

内田陳之尾坂橋 その他 大林内田線 3.8 1954 69 2020
点検 212 211 211 209 209 点検 206 185 181 164 164 Ⅱ

点検：定期点検 1,319

第２内田橋 その他 牧内内田線 8.4 1963 60 2021
45 点検 34 29 23 5 180 点検 145 127 88 88 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪, 点検：定期点検 19,772

長蓮橋 その他 園田内田線 11.5 1986 37 2018
188 180 177 点検 171 166 152 101 59 点検 66 66 Ⅰ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 22,937

下桑橋 その他 桑原城中線 7.1 1963 60 2021
46 点検 35 30 24 6 183 点検 151 134 97 97 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪, 点検：定期点検 18,424

第１大迫橋 その他 大迫日暮線 5.6 1962 61 2021
86 点検 75 70 64 46 25 点検 167 158 135 135 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 10,563

桑原城橋 その他 牧内桑原城支線 6.0 1929 94 2021
50 39 34 点検 28 10 190 161 149 点検 121 121 Ⅱ

点検：定期点検　主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 11,350

長谷橋 その他 赤剥長谷線 3.6 1954 69 2021
213 点検 212 212 210 210 207 点検 189 185 169 169 Ⅱ

点検：定期点検　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側) 10,585

主部材,床版，伸縮装置

主部材

主部材,床版

主部材

主部材,床版

主部材,床版

主部材,床版,高欄

主部材

主部材

主部材

主部材

主部材

主部材,高欄

主部材,下部工

主部材

主部材

主部材

主部材

主部材

主部材,下部工

主部材

床版

床版,下部工，高欄

主部材，伸縮装置

下部工

下部工

下部工，高欄

下部工

下部工

主部材,下部工

主部材，高欄

主部材

主部材

主部材,下部工

主部材,下部工

主部材,下部工

下部工

伸縮装置

高欄

伸縮装置
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主部材,床版
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主部材,床版詳細設計

主部材,床版
詳細設計
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①対象施設 ②実施時期 ④個別施設の状況等 ⑤対策内容
⑥対策費用

③対策の優先順位
　の考え方



【様式１－２】

修繕実施中橋梁

修繕完了橋梁

凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。
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令和５年度　阿久根市橋梁長寿命化修繕計画

供用
年数

点検
結果架設

年度 R5(H35)

2023

R4(H34)

2019

H29 R2(H32) R3(H33)H28

2020

R6(H36)

2024

補修
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果

2021 2022
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名
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路線名
最新
点検
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橋長
(m)

修繕金額
(概算)

対策の内容・時期

2017
対　策　内　容

H27 R1(H31)

2015 2018

対策の優先順位の考え方

点検結果に基づき，効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な対策を講じます。

【優先順位の考え方】

橋梁の対策には，第三者に対する安全性に著しく影響を及ぼし，緊急的に対応が必要な損傷がある橋梁を優先的に実施し

速やかに補修を行う必要がある区分「Ⅲ」と判定した橋梁については，損傷箇所数や損傷程度を考慮し，優先的に対策を実施

長谷村中橋 その他 県道長谷線 5.0 1965 58 2021
209 点検 206 206 203 202 197 点検 172 165 143 143 Ⅱ

点検：定期点検 3,399

上鶴橋 その他 上鶴線 6.0 1969 54 2021
51 点検 40 35 29 11 192 点検 163 151 123 123 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪, 点検：定期点検 10,958

牧内橋 その他 羽田牧内線 2.4 1967 56 2020
点検 224 224 224 224 224 点検 224 216 214 210 210 Ⅱ

点検：定期点検 2,101

轟橋 その他 唐田大尾線 2.4 1988 35 2020
点検 157 147 142 136 121 点検 100 52 11 213 213 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 3,816

波留用水路橋 その他 波留線 2.8 1957 66 2020
98 点検 87 82 76 58 37 点検 208 205 198 198 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 1,925

穴迫橋その他宮原穴迫線 6.4 1958 65 2021
73 62 点検 57 51 点検 33 12 108 66 115 点検 115 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 8,539

金石橋 その他 金石線 6.5 1941 82 2021
47 点検 36 31 25 7 186 点検 156 142 112 112 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪, 点検：定期点検 13,310

第１小松田橋 その他 山下中線 3.5 1949 74 2020
点検 93 82 77 71 53 点検 32 192 188 172 172 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 3,893

第２小松田橋 その他 遠矢太郎原線 2.2 1949 74 2022
127 117 点検 112 106 90 69 13 219 点検 217 217 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%, 点検：定期点検 3,378

太郎原橋 その他 遠矢太郎原線 2.4 1971 52 2020
点検 68 57 52 46 28 点検 7 217 215 211 211 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 3,332

青竜橋 その他 青竜線 11.6 1978 45 2018
148 138 133 点検 127 112 91 78 44 点検 63 63 Ⅱ

高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 床版：床版補修工法-⑨, 点検：定期点検 18,250

鷲ヶ峰橋 その他 鷲ヶ峰線 5.0 1985 38 2020
138 点検 128 123 117 101 80 点検 62 20 147 147 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 6,933

南波留前橋 その他 潟波留線 4.5 1982 41 2020
点検 64 53 48 42 24 点検 202 178 171 153 153 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 8,701

潟波留橋 その他 潟波留線 7.1 1982 41 2018
72 61 56 点検 50 32 11 104 62 点検 99 99 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 12,028

五色浜橋 その他 倉津遠見ヶ岡線 8.9 1979 44 2018
118 108 103 点検 97 80 59 2 123 点検 82 82 Ⅰ

高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%＋電気化学的脱塩工法, 主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋電気防食工法＋吊足場　床版：床版補修工法-⑦, 点検：定期点検 54,888

治次郎橋 その他 治次郎線 5.9 1961 62 2022
111 100 点検 95 89 72 51 61 19 点検 129 129 Ⅱ

 床版：床版補修工法-⑪, 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場, 点検：定期点検 14,039

鎌津倉橋 その他 治次郎線 7.4 1964 59 2021
71 点検 60 55 49 31 10 点検 103 61 95 95 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 10,186

茶円ヶ段橋 その他 茶円ヶ段支線 10.0 1983 40 2018
201 196 194 点検 190 187 175 139 119 点検 76 76 Ⅰ

伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 14,691

水俣木橋 その他 藤ヶ段線 10.0 1964 59 2018
110 99 94 点検 88 71 50 57 15 点検 75 75 Ⅱ

床版：床版補修工法-⑪, 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場, 点検：定期点検 20,686

藤ヶ段橋 その他 藤ヶ段線 3.5 1954 69 2021
75 点検 64 59 53 35 14 点検 111 69 173 173 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 3,327

洗出橋 その他 洗出し線 4.1 1969 54 2021
90 点検 79 74 68 50 29 点検 182 178 161 161 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 4,029

第２永原橋 その他 永原線 3.0 1963 60 2022
153 143 点検 138 132 117 96 48 7 点検 187 187 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：
定期点検,集約化撤去検討対象

2,935

尾原橋 その他 尾原線 4.7 1970 53 2022
163 154 点検 149 143 128 107 63 21 点検 150 150 Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 3,364

尾原第三橋 その他 尾原線 9.5 1969 54 2021
82 71 66 点検 60 42 21 17 121 点検 78 78 Ⅲ

 床版：床版補修工法-④, 主部材：1種ケレン＋ふっ素樹脂塗料＋あて板補強5%他, 点検：定期点検 22,180

尾原第四橋 その他 尾原線 8.1 1970 53 2018
129 119 114 点検 108 92 71 18 129 点検 90 90 Ⅱ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋電気防食工法＋吊足場＋吊足場+橋面防水工　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 12,701

尾原第五橋 その他 尾原線 12.5 1977 46 2021
124 114 109 点検 103 87 66 11 107 点検 56 56 Ⅲ

 主部材：1種ケレン＋ふっ素樹脂塗料＋あて板補強5%他　支承：取替(始端側)　支承：取替(終端側)　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%, 点検：定期点検 20,860

東米次橋 その他 東米次線 8.4 1969 54 2021
204 点検 200 198 194 192 181 点検 146 128 89 89 Ⅱ

点検：定期点検 6,520

第２米次橋 その他 南米次線 3.2 1969 54 2021
95 84 点検 79 73 55 34 198 194 点検 184 184 Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 3,096

木佐木野橋 その他 木佐木野中線 3.8 1979 44 2021
65 54 49 点検 43 25 4 188 184 点検 167 167 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 18,150

田之神橋 その他 木佐木野西線 4.5 1989 34 2016
121 点検 111 106 100 83 62 点検 22 173 155 155 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 7,056

佐潟橋 その他 佐潟臨港道路線 5.0 1973 50 2022
26 15 点検 10 4 204 199 174 167 点検 145 145 Ⅲ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋電気化学的脱塩工法＋吊足場　床版：床版補修工法-⑫　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 29,315

大川島橋 その他 大川島線 5.7 1969 54 2018
57 46 41 点検 35 17 145 94 52 点検 133 133 Ⅱ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋電気化学的脱塩工法＋吊足場+橋面防水工, 橋台：表面被覆工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋電気防食工法, 点検：定期点検 29,871

第３下越橋 その他 飛松下越平線 2.5 1993 30 2020
点検 99 88 83 77 59 点検 38 213 211 206 206 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 3,815

下越橋 その他 飛松下越平線 6.4 1956 67 2021
49 38 点検 33 27 9 188 158 144 点検 114 114 Ⅲ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪, 点検：定期点検 13,668

枦宇都橋 その他 枦宇都線 2.1 1957 66 2022
69 58 点検 53 47 29 8 222 222 点検 222 222 Ⅲ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 7,823

稲牟礼橋 その他 稲牟礼線 7.0 1988 35 2021
125 点検 115 110 104 88 67 点検 12 137 103 103 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%, 点検：定期点検 6,885

松峯橋 その他 馬見塚枦線 4.4 1990 33 2021
192 点検 184 181 175 170 156 点検 110 68 157 157 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 4,811

第１馬見塚橋 その他 北平線 2.4 1961 62 2021
67 点検 56 51 45 27 6 点検 215 213 209 209 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 6,658

北平橋 その他 北平線 3.0 1968 55 2021
96 点検 85 80 74 56 35 点検 200 196 188 188 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 2,561

山之田橋 その他 山之田線 3.5 1973 50 2018
215 214 214 点検 213 213 210 193 189 点検 176 176 Ⅱ

点検：定期点検　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側) 1,813

牟礼橋 その他 牟礼線 2.5 1955 68 2021
142 点検 132 127 121 105 84 点検 6 209 203 203 Ⅱ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋電気防食工法＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面被覆工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋電気防食工法, 点検：定期点検 10,760

吉之迫橋 その他 吉之迫線 6.0 1982 41 2018
206 203 203 点検 200 199 194 165 153 点検 126 126 Ⅰ

点検：定期点検 2,975

中津川橋 2級 大川本線 8.0 1958 65 2022
116 106 点検 101 95 78 57 147 130 点検 91 91 Ⅱ

点検：定期点検, 床版：床版補修工法-⑪ 13,996

榎木丸橋 その他 榎木丸線 11.7 1959 64 2022
81 70 点検 65 59 41 20 16 110 点検 61 61 Ⅱ

 床版：床版補修工法-⑪, 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場, 点検：定期点検 20,378

出羽橋 その他 出羽線 10.1 1961 62 2021
43 32 27 点検 21 4 174 138 118 点検 73 73 Ⅲ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪, 点検：定期点検 25,489

御法橋 その他 尻無本線支線 13.6 1973 50 2018
186 178 175 点検 169 164 150 99 57 点検 52 52 Ⅱ

 高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 19,387

屋敷村橋 その他 屋敷村線 13.6 1972 51 2022
80 69 64 点検 58 40 19 127 104 点検 51 51 Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 19,736
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【様式１－２】

修繕実施中橋梁

修繕完了橋梁

凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。
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令和５年度　阿久根市橋梁長寿命化修繕計画
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対策の内容・時期

2017
対　策　内　容

H27 R1(H31)

2015 2018

対策の優先順位の考え方

点検結果に基づき，効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な対策を講じます。

【優先順位の考え方】

橋梁の対策には，第三者に対する安全性に著しく影響を及ぼし，緊急的に対応が必要な損傷がある橋梁を優先的に実施し

速やかに補修を行う必要がある区分「Ⅲ」と判定した橋梁については，損傷箇所数や損傷程度を考慮し，優先的に対策を実施

黒木場橋 その他 黒木場線 7.4 1948 75 2018
83 72 67 点検 61 43 22 149 132 点検 94 94 Ⅱ

 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 12,425

小麦橋 その他 大角線 6.7 1957 66 2021
63 52 47 点検 41 23 122 76 34 点検 107 107 Ⅲ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場, 床版：床版補修工法-⑨　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 12,255

第１小麦橋 その他 大角線 2.1 1973 50 2018
104 93 88 点検 82 64 43 224 224 点検 224 224 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工　高欄：取替(左側), 点検：定期点検 2,947

徳口橋 その他 徳口線 8.6 1960 63 2020
44 点検 33 28 22 191 179 点検 143 125 84 84 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪, 点検：定期点検 17,631

南畑橋 その他 南畑線 6.0 1971 52 2021
205 点検 202 202 199 198 193 点検 164 152 124 124 Ⅱ

高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 6,255

えりがわうち橋 その他 南畑線 3.8 1971 52 2018
92 81 76 点検 70 52 31 187 183 点検 166 166 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 7,299

ぐんの木橋 その他 グンノ木線 5.9 1971 52 2018
150 140 135 点検 129 114 93 45 4 点検 130 130 Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 4,866

鈴木段橋 その他 鈴木段竹之迫線 2.4 1926 97 2018
223 223 223 点検 223 223 223 214 212 点検 207 207 Ⅱ

点検：定期点検　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側) 2,097

住吉橋 その他 新町小松原通り線 5.6 1955 68 2022
35 24 19 点検 13 147 127 38 157 点検 134 134 Ⅲ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋電気化学的脱塩工法＋吊足場　橋台：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%＋電気化学的脱塩工法, 点検：定期点検, 床版：床版補修工法-⑦ 40,782

駅裏橋 その他 上野丸尾線 3.2 1947 76 2021
78 点検 67 62 56 38 17 点検 114 72 182 182 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 4,839

丸尾橋 その他 上野丸尾線 6.0 1984 39 2018
207 204 204 点検 201 200 195 166 154 点検 127 127 Ⅱ

点検：定期点検 10,716

本町水路２号橋 その他 本町河畔線 2.1 1954 69 2022
102 91 86 点検 80 62 41 221 221 点検 221 221 Ⅲ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 2,993

鶴見２号橋 その他 鶴見公園西線 6.7 1981 42 2018
126 116 111 点検 105 89 68 106 64 点検 110 110 Ⅱ

床版：床版補修工法-⑪　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 23,082

鶴見３号橋 その他 鶴見中央線 6.7 1980 43 2018
177 168 164 点検 158 144 124 155 141 点検 109 109 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 17,351

鶴見４号橋 その他 若葉公園西線 6.7 1981 42 2018
191 183 180 点検 174 169 155 107 65 点検 111 111 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 15,455

鶴見５号橋 その他 若葉公園東線 6.7 1980 43 2018
176 167 163 点検 157 143 123 154 140 点検 108 108 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 16,381

本町水道橋 その他 本町３号線 2.1 1965 58 2022
103 92 87 点検 81 63 42 223 223 点検 223 223 Ⅲ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 5,671

日暮橋 その他 大迫下桑線 12.3 1996 27 2018
187 179 176 点検 170 165 151 100 58 点検 57 57 Ⅰ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 26,964

第２下桑橋 その他 大迫下桑線 12.0 1997 26 2018
198 192 190 点検 186 182 168 130 109 点検 60 60 Ⅰ

伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 26,807

第２唐田橋 その他 園田内田線 10.5 1992 31 2018
200 195 193 点検 189 186 173 137 117 点検 72 72 Ⅰ

点検：定期点検 8,953

上桑橋 その他 赤剥長谷線 6.8 1993 30 2021
120 点検 110 105 99 82 61 点検 20 139 106 106 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 9,212

黒牟田橋その他赤剥長谷線 3.0 1994 29 2021
154 点検 144 139 133 118 97 点検 49 8 193 193 Ⅱ

 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 3,295

高石橋 その他 阿久根出水線 10.1 1985 38 2018
59 48 43 点検 37 19 128 79 45 点検 74 74 Ⅱ

点検：定期点検　主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 床版：床版補修工法-⑨, 点検：定期点検 35,763

北山橋 その他 阿久根出水線 5.1 1988 35 2022
170 161 点検 157 151 136 115 170 163 点検 141 141 Ⅰ

 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 15,078

楠田橋 その他 阿久根出水線 4.5 1988 35 2022
140 130 点検 125 119 103 82 33 172 点検 154 154 Ⅰ

 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋吊足場+橋面防水工　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%, 点検：定期点検 8,259

中尾橋 その他 阿久根出水線 9.5 1988 35 2018
189 181 178 点検 172 167 153 102 60 点検 79 79 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 24,787

石山橋 その他 山下尾崎線 6.8 1988 35 2021
119 点検 109 104 98 81 60 点検 19 138 105 105 Ⅰ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 8,367

底広橋 その他 山下尾崎線 10.5 1988 35 2018
175 166 162 点検 156 142 121 136 116 点検 71 71 Ⅰ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 25,368

鷹ノ首橋 その他 洗出し線 6.3 1969 54 2022
85 74 点検 69 63 45 24 160 146 点検 117 117 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 6,151

新中津川橋 2級 大川本線 9.2 2000 23 2018
203 198 196 点検 192 189 177 141 122 点検 80 80 Ⅱ

伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 18,869

大田線１号橋 その他 大田線 3.0 1992 31 2021
131 点検 121 116 110 94 73 点検 23 200 192 192 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 4,205

飛松枦線１号橋 その他 飛松枦線 5.8 1993 30 2022
130 120 点検 115 109 93 72 21 155 点検 131 131 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 5,074

飛松枦線２号橋 その他 飛松枦線 3.5 1993 30 2022
94 83 点検 78 72 54 33 195 191 点検 178 178 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 5,016

山仁田橋 その他 山仁田線 2.0 1996 27 2022
105 94 点検 89 83 65 44 226 226 点検 226 226 Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 3,707

唐田橋 その他 唐田線 6.0 1971 52 2018
137 127 122 点検 116 100 79 59 17 点検 125 125 Ⅱ

高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 10,904

田代中橋 その他 田代中線 2.6 1992 31 2021
139 点検 129 124 118 102 81 点検 64 22 202 202 Ⅱ

 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場+橋面防水工, 点検：定期点検 3,708

金山橋 その他 田代中線 12.2 1992 31 2018
147 137 132 点検 126 111 90 43 2 点検 58 58 Ⅰ

 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 26,954

樫ノ谷橋 その他 山下尾崎線 2.5 1988 35 2021
222 222 点検 222 222 222 222 212 210 点検 204 204 Ⅱ

点検：定期点検 1,683

上原跨道橋 1級 上原桐野線 28.1 1983 40 2018
8 148 143 点検 137 122 101 53 27 点検 21 21 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), , 床版：床版補修工法-⑨, 点検：定期点検 49,198

内田橋 1級 中央線 15.5 1979 44 2019
10 点検 1 156 150 135 114 点検 69 30 点検 45 45 Ⅱ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入工＋断面修復工＋橋面防水工+踏掛版修復工+伸縮装置取替工：定期点検 60,098

楠本橋 1級 中央線 43.3 1976 47 2018
19 8 4 点検 2 107 86 39 78 点検 9 9 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側),  床版：床版補修工法-⑨　橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%, 点検：定期点検 173,480

鍋石橋 2級 鍋石線 36.0 1953 70 2021
11 103 98 点検 92 75 54 5 80 点検 11 11 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑨　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 80,146

大丸橋 1級 陳之尾大下線 17.9 1983 40 2018
180 171 167 点検 161 151 133 82 38 点検 37 37 Ⅱ

 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 36,644

下内田橋 2級 内田陳之尾坂線 15.1 1966 57 2019
補修後点検 9 190 188 183 179 点検 165 124 99 46 46 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入工＋断面修復工+伸縮装置取替工+高欄取替工, 点検：定期点検 44,785

浜田橋 2級 波留大曲線 58.1 1973 50 2022
15 5 2 点検 176 171 157 115 74 点検 3 3 Ⅲ

主部材：1種ケレン＋ふっ素樹脂塗料＋あて板補強10%他　床版：床版補修工法-④　支承：取替(始端側)　支承：取替(終端側)　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋脚：表面含浸工　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 147,610

大田橋 2級 萇野大田線 36.0 1970 53 2018
36 25 20 点検 14 70 49 3 81 点検 12 12 Ⅱ

床版：床版補修工法-④　支承：取替(始端側)　支承：取替(終端側)　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 主部材：1種ケレン＋ふっ素樹脂塗料＋あて板補強5%他　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 138,482

第二大川橋 その他 尻無大川線 24.0 1963 60 2022
34 23 点検 18 12 163 148 97 55 点検 24 24 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪　橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40, 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 52,277

主部材，伸縮装置

主部材,床版,下部工，支承

主部材,下部工，伸縮装置

主部材,床版,下部工，支承，伸縮装置，高欄

主部材,床版

主部材,下部工

主部材，伸縮装置，高欄

床版,下部工，支承，高欄

主部材,床版,下部工

主部材

主部材,下部工

主部材,高欄

主部材,伸縮装置

主部材,高欄

主部材，高欄

主部材

主部材床版,伸縮装置

下部工，伸縮装置

下部工，伸縮装置

主部材

下部工

主部材,下部工

下部工

下部工

主部材

主部材

主部材下部工，高欄

下部工

床版

主部材

主部材

主部材

主部材
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主部材,下部工
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主部材,下部工

下部工
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詳細設計

高欄

伸縮装置

伸縮装置

下部工

高欄

詳細設計

主部材,床版詳細設計

下部工 主部材

①対象施設 ②実施時期 ④個別施設の状況等 ⑤対策内容
⑥対策費用

③対策の優先順位
　の考え方



【様式１－２】

修繕実施中橋梁

修繕完了橋梁

凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。
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（千円）

令和５年度　阿久根市橋梁長寿命化修繕計画
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点検
結果架設

年度 R5(H35)
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R4(H34)
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2016橋梁
名
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路線名
最新
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橋長
(m)

修繕金額
(概算)

対策の内容・時期

2017
対　策　内　容

H27 R1(H31)

2015 2018

対策の優先順位の考え方

点検結果に基づき，効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な対策を講じます。

【優先順位の考え方】

橋梁の対策には，第三者に対する安全性に著しく影響を及ぼし，緊急的に対応が必要な損傷がある橋梁を優先的に実施し

速やかに補修を行う必要がある区分「Ⅲ」と判定した橋梁については，損傷箇所数や損傷程度を考慮し，優先的に対策を実施

月見橋 その他 黒之浜深田線 15.0 1979 44 2021
24 13 8 点検 184 180 166 125 100 点検 47 47 Ⅲ Ⅰ

主部材：1種ケレン＋ふっ素樹脂塗料＋あて板補強10%　床版：床版補修工法-⑧　支承：取替(始端側)　支承：取替(終端側)　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検，集約化撤去検討対象 33,416

五十地橋 その他 五十地線 25.2 1981 42 2018
32 21 16 点検 10 145 125 77 36 点検 23 23 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側),  床版：床版補修工法-⑨, 点検：定期点検 45,960

第一新田橋 1級 古里上原線 39.2 1992 31 2018
144 134 129 点検 123 108 87 117 79 点検 10 10 Ⅱ

橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 102,660

田島橋 その他 折口本線 30.0 1967 56 2018
113 102 97 点検 91 74 53 4 84 点検 16 16 Ⅲ

主部材：1種ケレン＋ふっ素樹脂塗料＋あて板補強5%他　床版：床版補修工法-②　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 48,044

石ノ丸橋 その他 陳之尾線 19.3 1988 35 2018
158 149 144 点検 138 123 102 54 12 点検 35 35 Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場, 点検：定期点検 24,254

平田橋 その他 多田中央線 16.7 1977 46 2018
123 113 108 点検 102 86 65 31 97 点検 42 42 Ⅱ

高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑨　橋台：表面含浸工, 点検：定期点検 48,037

石之丸橋 その他 多田中央線 18.1 1980 43 2018
108 97 92 点検 86 68 47 29 94 点検 36 36 Ⅱ

 床版：床版補修工法-⑪　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側)(H32), 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋吊足場　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 64,984

山波橋 その他 山波線 66.0 1975 48 2018
70 59 54 点検 48 30 9 10 73 点検 1 1 Ⅱ

床版：床版補修工法-④　支承：取替(始端側)　支承：取替(終端側)　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 主部材：1種ケレン＋ふっ素樹脂塗料＋あて板補強5%他　主部材：3種ケレン＋ふっ素樹脂塗料＋吊足場　床版：床版補修工法-②　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%, 点検：定期点検 175,406

文殊院橋 その他 阿久根出水線 28.6 1988 35 2018
173 164 160 点検 154 140 119 73 32 点検 20 20 Ⅱ

床版：床版補修工法-⑨　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 54,384

園田橋 その他 阿久根出水線 57.1 1988 35 2018
172 163 159 点検 153 139 118 71 31 点検 5 5 Ⅱ

床版：床版補修工法-⑨　橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 111,239

前川原橋 その他 山下萇野線 36.0 1970 53 2021
62 51 46 点検 40 22 3 14 82 点検 13 13 Ⅲ

 床版：床版補修工法-④　支承：取替(始端側)　支承：取替(終端側)　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 主部材：1種ケレン＋ふっ素樹脂塗料＋あて板補強5%他, 点検：定期点検 100,480

伽藍橋 その他 羽田萇野線 48.0 1967 56 2018
33 22 17 点検 11 148 130 72 76 点検 7 7 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪　支承：取替(始端側)　支承：取替(終端側)　橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 114,877

堂園橋 2級 栗原堂園線 56.9 1981 42 2018
182 174 170 点検 164 157 139 88 46 点検 6 6 Ⅱ

橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 53,981

前川原橋 その他 下田代線 20.6 1959 64 2021
27 16 11 点検 5 162 147 96 54 点検 34 34 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%,  橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 47,821

松川内橋 その他 松川内線 21.0 1962 61 2022
37 26 点検 21 15 149 131 74 92 点検 31 31 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%,  橋脚：表面含浸工＋ひ
びわれ注入10%＋断面修復5%　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検，集約化撤去検討対象 31,145

永原橋 その他 永原線 23.4 1971 52 2018
136 126 121 点検 115 99 78 34 88 点検 25 25 Ⅱ

高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑨　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%, 点検：定期点検 29,948

尾原第二橋 その他 尾原線 17.8 1977 46 2018
159 150 145 点検 139 124 103 55 13 点検 38 38 Ⅱ

 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 46,470

一筒橋 その他 一筒線 21.4 1977 46 2018
128 118 113 点検 107 91 70 15 91 点検 30 30 Ⅱ

主部材：1種ケレン＋ふっ素樹脂塗料＋あて板補強5%他　支承：取替(始端側)　支承：取替(終端側)　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 点検：定期点検 27,200

中屋敷橋 その他 中屋敷線 20.6 1929 94 2022
38 27 点検 22 16 85 64 8 93 点検 33 33 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), , 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場　橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 点検：定期点検 40,349

神之田橋 その他 中屋敷線 21.5 1963 60 2022
40 29 点検 24 18 2 149 98 56 点検 29 29 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑪　支承：取替(始端側)　支承：取替(終端側), 橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 42,103

長迫橋 その他 大川西目線 16.8 1980 43 2018
143 133 128 点検 122 106 85 36 1 点検 41 41 Ⅱ

 主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 35,549

第一大川橋 その他 大川線 29.5 1963 60 2022
13 3 1 点検 1 174 160 119 85 点検 17 17 Ⅲ Ⅱ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋電気化学的脱塩工法＋吊足場　床版：床版補修工法-⑫　橋脚：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%＋電気化学的脱塩工法　橋台：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%＋電気化学的脱塩工法, 点検：定期点検 281,028

竹之迫橋 その他 尻無松岡線 16.0 1972 51 2018
160 151 146 点検 140 125 104 56 14 点検 43 43 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋吊足場　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 33,455

岩下橋 その他 松岡支線 17.1 1974 49 2022
52 41 36 点検 30 12 129 80 95 点検 39 39 Ⅲ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋電気化学的脱塩工法＋吊足場　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　橋台：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊
維接着工40%＋電気化学的脱塩工法　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 橋台：表面被覆工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋電気防食工法, 点検：定期点検，集約化撤去検討対象 75,703

尻無橋 その他 尻無岩下線 15.6 1974 49 2018
106 95 90 点検 84 66 45 9 98 点検 44 44 Ⅱ

床版：床版補修工法-⑫　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側), 主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%＋電気防食工法＋吊足場, 点検：定期点検 79,272

尻無橋 その他 尻無浜大通り線 16.8 1963 60 2019
14 4 点検 187 182 178 164 123 点検 96 40 40 Ⅲ Ⅰ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入工＋断面修復工＋伸縮装置取替工+高欄塗替工+支承補修工, 点検：定期点検 148,365

新塘橋 1級 大丸遠見ヶ岡線 48.0 1988 35 2018
193 185 182 点検 177 172 158 116 77 点検 8 8 Ⅱ

点検：定期点検 150,661

高松跨線橋 その他 栄町2号線 22.8 1966 57 2021
53 42 点検 37 31 13 1 32 点検 89 27 27 Ⅲ Ⅰ

床版：床版補修工法-④　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 主部材：3種ケレン＋ふっ素樹脂塗料＋吊足場, 点検：定期点検 77,875

港橋 その他 琴平港橋線 58.4 1960 63 2021
23 12 7 点検 3 1 144 93 51 点検 2 2 Ⅲ

主部材：表面被覆工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工法20%＋電気化学的脱塩工法＋吊足場　床版：床版補修工法-⑫　高欄：取替(左側)　高欄：取替(右側)　伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 511,669

塩鶴橋 1級 3-5-7線 35.5 1994 29 2018
168 159 154 点検 148 133 112 67 28 点検 14 14 Ⅱ

床版：床版補修工法-⑨, 点検：定期点検 95,051

八幡橋 その他 山下尾崎線 15.0 1987 36 2018
141 131 126 点検 120 104 83 35 101 点検 48 48 Ⅱ

主部材：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%＋吊足場　床版：床版補修工法-⑨, 点検：定期点検 42,863

陣之尾橋 その他 陳之尾丸内線 28.8 1994 29 2018
195 187 184 点検 179 175 161 120 86 点検 19 19 Ⅱ

点検：定期点検 35,503

西目大橋 その他 阿久根出水線 21.6 1991 32 2022
197 189 点検 186 181 177 163 122 点検 90 28 28 Ⅰ

点検：定期点検 40,921

山下橋 その他 阿久根出水線 21.0 1993 30 2018
174 165 161 点検 155 141 120 75 33 点検 32 32 Ⅱ

床版：床版補修工法-⑨　橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 51,772

二千年橋 1級 中央線 26.0 2001 22 2018
196 188 185 点検 180 176 162 121 87 点検 22 22 Ⅰ

伸縮装置：取替(始端側)　伸縮装置：取替(終端側), 点検：定期点検 49,027

蛍橋 1級 中央線 29.0 2006 17 2018
179 170 166 点検 160 150 132 81 37 点検 18 18 Ⅱ

橋台：表面含浸工＋ひびわれ注入20%＋断面修復10%, 点検：定期点検 53,879

陳之尾平跨道橋 その他 陳之尾平線 31.0 2008 15 2018
194 186 183 点検 178 173 159 118 83 点検 15 15 Ⅱ

 点検：定期点検 8,462

大曲橋 その他 波留高松線 57.7 1970 53 2022
61 50 45 点検 39 21 2 7 75 点検 4 4 Ⅲ

床版：床版補修工法-④　支承：取替(始端側)　支承：取替(終端側)　高欄：取替(左側) 高欄：取替(右側)　橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入40%＋断面修復15%＋炭素繊維接着工40%, 主部材：1種ケレン＋ふっ素
樹脂塗料＋あて板補強5%他　床版：床版補修工法-②　橋脚：表面含浸工＋ひびわれ注入10%＋断面修復5%　橋台：表面含浸工, 点検：定期点検 137,803

栫橋 その他 栫洗出し線 29.1 2001 22 2022
点検 227 227 227 点検 227 227 Ⅱ

　点検：定期点検 1,500
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